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まつのやま㈱

全国防犯運動
　　10月11日～20日まで

◎運動の重点

（1）自動車盗その他の乗物盗の防止

（2）侵入盗の防止

（3）少年非行の防止

◎統一標語

（1）愛車への　いたま）り示す　ドアロック

（2）防犯は　日ごと家ごと　地域ごと

（3）ふれあいと　対話が育てる子の始末

　期間中の活動として主なものは、駐車

中の自動車・オートバイの運転者に対し

エンジンキーの抜き取りやドアロックの

指導。家庭や事業所等の防犯診断。金融

機関の防犯体制・設備等の診断指導。少
年非行を防止するために環境浄化や補導
を行う。

　とかく物騒な世の中です。戸締まりは
しっカ・りしましょう。

新
潟
県
最
低
賃
金

昭
和
六
十
一
年
十
月
二
日
か
ら

一
日
二
二
、
四
六
九
円

一
時
間
・
　
四
三
四
円

と
な
り
ま
す
。

知
ろ
う
、
守
ろ
う
最
低
賃
金

守
ろ
う
労
働
保
険
の
加
入
は
事

業
主
の
義
務
で
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は

労
働
基
準
局
、
基
準
監
督
署
へ
。

しまだれいくん
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、野∵3稗
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こ
よ
み

▼
九
月
の
で
き
ご
と

農
業
共
済
嘱
託
員
会
議

選
挙
管
理
委
員
会

若
妻
セ
ミ
ナ
；

議
会
産
経
委
員
会

水
稲
共
済
損
害
評
価
打
合

せ
会
議
会
総
民
委
員
会

農
業
祭
打
合
せ
会

町
民
生
委
員
協
議
会

田
畑
所
得
調
査
員
会
議

商
業
統
計
調
査
説
明
会

ス
キ
ー
場
運
営
委
員
会

九
月
定
例
議
会
（
2
6
日
ま

で
）農
業
委
員
会
総
会

停
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農
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芸
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人
事
異
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㎜
月
－
日
付

▽
産
業
課
農
政
係
（
住
民
課

診
療
所
）

　
　
　
　
小
野
塚
　
喜
代
子

　
　
　
　
（
　
）
内
異
動
前

電

▼
十
月
十
七
日
（
金
）

　
午
前
八
時
か
ら
午
前
十
二
時
・

でo
光
間
・
上
川
手
・
下
川
手
の
全

　
部
　
同
日
、
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

　
午
後
五
時
ま
で

○
松
之
山
部
落
の
一
部

　
　
　
　
　
　
　
東
北
電
力

一彪　ゆ

なわとぴ

　
秋
雨
と
か
秋
の
長
雨
と
か
言
い

ま
す
が
、
今
年
は
ど
う
し
た
こ
と

か
毎
日
い
い
天
気
が
続
い
て
い
ま

す
。　
農
作
業
も
一
段
と
は
か
ど
り
、

田
ん
ぼ
の
稲
が
段
々
と
見
え
な
く

な
っ
て
来
ま
し
た
。
皆
さ
ん
収
穫

の
方
は
い
か
が
で
し
よ
う
か
。

　
さ
て
、
秋
は
食
欲
の
秋
と
も
言

わ
れ
ま
す
が
、
野
菜
や
果
物
の
お

い
し
い
季
節
で
す
。
い
っ
ぱ
い
食

べ
た
後
は
、
ス
ポ
ー
ツ
で
汗
を
流

し
て
下
さ
い
。

　
1
0
月
1
0
日
は
体
育
の
日
、
町
駅

伝
大
会
の
結
果
が
気
に
な
る
と
こ

ろ
で
す
。

広
報
ま
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－
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農業祭

祭能芸

◎i．幅

　　　窪驚

好
天
に
恵
ま
れ

　
　
　
大
勢
の
人
出
で
に
ぎ
わ
う

　
今
年
で
、
五
回
目
を
迎
え
た
農
業

祭
・
六
回
目
と
な
る
芸
能
祭
が
、

十
月
二
十
六
日
の
日
曜
日
行
わ
れ
、

大
勢
の
人
達
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
絶
好
の
祭

り
日
和
と
な
っ
た
会
場
に
は
、
年

年
展
示
物
も
増
え
、
一
層
の
盛
り

上
が
り
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
商
工
会
主
催
の
チ
ャ

リ
テ
ィ
、
、
ハ
ザ
ー
や
、
岩
魚
の
く
ん

せ
い
、
焼
鳥
な
ど
の
出
店
も
出
て
、

今
ま
で
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
同
様
大

変
な
人
気
を
集
め
て
い
ま
し
た
し
、

町
振
興
課
で
集
め
た
高
齢
者
特
産

品
即
売
も
多
く
の
人
の
注
目
を
集

め
て
い
ま
し
た
。

　
子
供
達
は
ポ
ン
菓
子
の
前
に
、

大
人
達
は
野
菜
の
即
売
所
に
と
行

列
を
作
り
、
人
気
の
あ
る
商
品
は

す
ぐ
に
品
切
れ
に
な
る
程
の
盛
況

ぶ
り
で
し
た
．

　
「
伝
え
て
い
き
た
い
わ
が
家
の

味
と
香
り
」
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
今

年
も
五
十
九
点
の
出
品
が
あ
り
、

伝
統
的
な
も
の
か
ら
、
ま
っ
た
く

新
し
く
工
夫
さ
れ
た
も
の
な
ど
、

非
常
に
多
種
多
様
に
わ
た
る
も
の

で
し
た
。
高
校
生
の
料
理
ク
ラ
ブ

の
皆
さ
ん
が
昨
年
に
引
き
続
き
、

変
わ
り
ア
ン
ボ
を
研
究
、
出
品
し

て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
種
類
の
多

さ
に
驚
ろ
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
お
に
ぎ
り
・
モ
チ
・
手
打
ち
そ

ば
の
試
食
品
も
千
八
百
食
ほ
ど
用

意
さ
れ
、
そ
の
引
き
替
え
券
を
求

め
る
人
達
が
朝
八
時
頃
よ
り
絶
え

る
事
な
く
続
い
て
い
ま
し
た
。

　
セ
ン
タ
i
二
階
大
広
間
、
で
は
、

美
術
展
が
三
日
間
に
わ
た
り
開
催

さ
れ
、
先
日
行
わ
れ
た
郡
展
に
出

品
さ
れ
た
作
品
を
中
心
に
、
多
く

の
書
や
絵
画
・
写
真
・
工
芸
品
な

ど
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の

見
学
者
で
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
食
品
コ
ー
ナ
ー

や
美
術
展
の
ま
わ
り
に
は
多
く
の

生
け
花
が
飾
ら
れ
て
お
り
、
清
楚

な
美
し
さ
を
か
も
し
出
し
て
い
ま

し
た
。

　
六
回
目
を
迎
え
た
芸
能
祭
は
年

年
多
様
化
し
、
民
謡
・
踊
り
・
子

供
達
の
劇
や
村
歌
舞
伎
、
そ
れ
に

加
え
て
、
松
之
山
出
身
の
方
が
中

心
と
な
っ
て
の
津
軽
三
味
線
演
奏

な
ど
盛
り
沢
山
の
内
容
で
し
た
。

　
上
川
手
の
皆
さ
ん
が
演
じ
て
く

れ
た
歌
舞
伎
は
、
今
ま
で
の
「
菅

原
伝
授
手
習
鑑
ー
寺
子
屋
の
場
」

か
ら
「
義
経
千
本
桜
ー
鮨
屋
の
段
」

へ
と
変
わ
り
、
一
段
と
熱
の
入
っ

た
も
の
と
な
り
、
会
場
を
い
っ
ぱ

い
に
埋
め
た
観
客
か
ら
大
き
な
拍

手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
農
業
祭
・
芸
能
祭
が
、
来

年
も
豊
作
の
中
、
で
行
わ
れ
る
よ
う

に
期
待
し
た
い
、
で
す
ね
。

　
ユ
十
五
人
の
方
が
参
加
し
た
第

三
回
良
質
米
共
励
会
は
、
米
収
量

の
部
と
米
代
金
の
部
、
で
行
わ
れ
、

今
年
も
立
派
な
成
績
が
生
ま
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
共
励
会
も
今
年
で
三
回
目

と
な
り
、
参
加
さ
れ
る
農
家
の
方

の
意
気
込
み
も
年
㌔
、
｝
と
に
高
ま
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

　
今
年
は
天
候
が
不
順
で
、
収
日
．
量

の
減
少
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

最
優
秀
賞
と
な
ら
れ
た
高
橋
さ
ん

の
記
録
は
、
十
ア
ー
ル
あ
た
り
七

四
四
キ
ロ
と
、
昨
年
の
七
八
八
キ

ロ
に
は
及
ば
な
か
っ
た
も
の
の
、

立
派
な
も
の
で
し
た
。

第
三
回
良
質
米
共
励
会

最
優
秀
賞

「
米
収
量
の
部
」
中
　
尾

「
米
代
金
の
部
」
五
十
子
平

　
・
L

　
　
　
高
橋
ミ
チ
さ
ん

　
　
　
涌
井
正
二
さ
ん

　
ま
た
、
米
代
金
の
部
の
涌
井
さ

ん
は
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
十
ア
ー
ル
あ

た
り
二
六
万
八
、
〇
二
二
円
と
な

っ
て
お
り
、
昨
年
よ
り
も
七
、
一

四
四
円
高
い
収
益
を
上
げ
た
事
に

な
り
ま
す
。

　
今
回
各
賞
を
受
賞
さ
れ
た
皆
さ

ん
は
、
米
作
り
に
対
し
一
年
間
努

力
さ
れ
た
成
果
が
、
こ
の
よ
う
な

形
と
な
っ
て
表
わ
れ
た
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ

ん
全
員
が
、
良
質
米
生
産
に
情
熱

を
燃
や
さ
れ
、
こ
の
地
に
お
け
る

農
業
の
発
展
を
願
っ
て
お
ら
れ
る

様
子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

メ
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穐
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な寝
㌧

．

無ぐ万（3）まつのやま

第3回松之山町良質米安定多収穫共励会入賞者

〉米収量の部＞米代金の部

入　　賞

区　　分

出　　品　　者
品　　　種

10a当たり
米　代　金

入　　賞

区　　分

出　　品　　者
品　　　種

10a当たり
精玄米収量住　所 氏　　　名 住　所 氏　　　名

最優秀賞 五十子平 涌井　正二 コシヒカリ 268，022円 最優秀賞 中　尾 高橋　ミチ 新潟早生 744kg

優秀賞 〃 涌井徳一 〃 262，890 優秀賞 天水越 佐藤　良雄 アキヒカリ 707

〃 湯　山 樋口　健一 〃 260，127 〃 水　梨 相沢　春義 新潟早生 705

〃 水　梨 相沢　良三 〃 254，206 〃 下川手 柳　　久作 〃 697

優良賞 兎　口 樋口　藤夫 〃 231，312 優良賞 坪　野 村山　恒雄 〃 685

〃 赤　倉 村山　里志 五百万石 230，144 〃 湯之島 竹内　多作 奥羽302号 674

〃 小　谷 若井　征治 コシヒカリ 229，733 〃 中　尾 樋口　真一 新潟早生 672

〃 曽　根 久保田寿栄 〃 228，943 〃 水　梨 中島　　徹 〃 668

〃 新　田 久保田　勇 〃 228，154 〃 松之山 小口和三郎 〃 659

〃 曽　根 倉重徳次郎 〃 226，575 奨励賞 東　川 丸山　嘉幸 〃 647

〃 光　間 小野塚敏夫 〃 224，996 〃 東　山 渡辺喜久治 〃 641

〃 豊　田 保坂　誠司 〃 224，996 〃 天水越 佐藤　正巳 アキヒカリ 636

奨励賞 湯　山 樋口　清一 〃 223，812 〃 湯　本 高沢鴻太郎 新潟早生 621

〃 北浦田 早川　健一 〃 223，022 〃 天水越 佐藤　慶一 アキヒカリ 619

〃 上之山 畔上　勝治 〃 221，838 〃 湯之島 山口　清治 新潟早生 603

〃 藤　倉 丸山　　明 越みのり 217，882 〃 坂　中 竹内　　清 〃 594

〃 下川手 高橋精一郎 コシヒカリ 217，496

第
一
八
回
錦
鯉
品
評
会

総
合
優
勝
は

　
　
　
　
中
尾
高
橋
平
八
郎
さ
ん

　
第
十
八
回
目
の
松
之
山
町
錦
鯉

品
評
会
が
、
農
業
祭
の
前
日
（
二

十
五
日
）
町
民
体
育
館
脇
で
行
わ

れ
、
出
品
さ
れ
た
一
二
五
点
の
中

か
ら
、
色
・
形
・
大
き
さ
な
ど
が

審
査
さ
れ
ま
し
た
。

“
泳
ぐ
宝
石
”
と
い
わ
れ
る
だ
け

あ
っ
て
、
出
品
さ
れ
た
ど
の
鯉
も

す
ば
ら
し
い
も
の
で
し
た
。

　
錦
鯉
は
育
て
る
の
に
非
常
に
手

間
が
か
か
る
の
で
、
鯉
を
飼
う
人

達
が
だ
ん
だ
ん
減
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。

　
各
部
門
の
入
賞
者
は
次
の
通
り

で
す
。

▽
総
A
・
優
勝

　
「
紅
白
」
　
　
高
橋
　
平
八
郎

▽
総
A
・
準
優
勝

　
「
紅
白
」
　
　
久
保
田
　
寿
栄

▽
、
、
シ
ャ
ン
ボ
賞

　
「
三
色
」
　
　
　
樋
ロ
　
ヨ
シ

▽
一
部
（
一
八
セ
ン
チ
未
満
）

　
優
勝
「
紅
自
」
　
高
橋
平
八
郎

　
一
等
「
三
色
」
　
山
岸
敬
三
郎

　
「
そ
の
他
」
　
畔
上
勝
治

▽
二
部
（
二
八
セ
ン
チ
未
満
）

　
優
勝
「
紅
白
」
　
高
橋
平
八
郎

　
一
等
「
三
色
」
　
本
山
　

豊

　
「
そ
の
他
」
　
」
高
橋
平
八
郎

▽
三
部
（
三
五
セ
ン
チ
未
満
）

　
優
勝
「
光
紅
白
」
山
岸
敬
三
郎

　
一
等
「
紅
白
」
　
高
橋
平
八
郎

　
　
　
「
三
色
」
　
村
山
　
政
栄

▽
四
部
（
四
五
セ
ン
チ
未
満
）

　
優
勝
「
紅
白
」
　
高
橋
平
八
郎

　
一
等
「
三
色
」
　
久
保
田
寿
栄

　
　
　
「
そ
の
他
」
丸
山
　
｛
疋
一

▽
五
部
（
四
五
セ
ン
チ
未
満
）

　
優
勝
「
三
色
」
　
樋
ロ
　
ヨ
シ

　
一
等
「
紅
白
」
　
竹
内
　
清
司

　
　
　
「
そ
の
他
」
高
橋
平
八
郎

松代・松之山　
去
る
十
月
二
十
四
日

中
学
グ
ラ
ン
ド
に
お
い

代
・
松
之
山
の
親
善
野
球
が
ナ

イ
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
野
球
を
通
じ
て
両

町
の
交
流
・
親
善
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
に
、
本
年
が
そ
の
第

一
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

　
出
場
し
た
チ
ー
ム
は
、
松
之

山
町
は
春
の
リ
ー
グ
戦
に
優
勝

し
た
湯
山
の
大
櫻
チ
ー
ム
。
松

代
町
は
町
長
杯
・
鵬
会
長
杯
を

連
覇
し
た
ア
ッ
ク
ス
・
ボ
ン
バ

ー
ズ
チ
ー
ム
と
の
対
戦
と
な
り

ま
し
た
。

　
結
果
は
、
三
対
二
で
松
之
山

の
惜
敗
で
し
た
が
、
緊
迫
し
た

好
試
合
で
し
た
。

　
試
合
後
、
東
食
堂
に
会
場
を

移
し
、
来
年
度
以
降
も
こ
の
大

会
を
続
け
る
こ
と
を
確
認
し
、

懇
親
を
深
め
て
終
了
し
ま
し
た
。

穀⑭
いロ

砿親善野球大会
松代
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農業祭

祭能芸

◎i．幅

　　　窪驚

好
天
に
恵
ま
れ

　
　
　
大
勢
の
人
出
で
に
ぎ
わ
う

　
今
年
で
、
五
回
目
を
迎
え
た
農
業

祭
・
六
回
目
と
な
る
芸
能
祭
が
、

十
月
二
十
六
日
の
日
曜
日
行
わ
れ
、

大
勢
の
人
達
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
絶
好
の
祭

り
日
和
と
な
っ
た
会
場
に
は
、
年

年
展
示
物
も
増
え
、
一
層
の
盛
り

上
が
り
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
商
工
会
主
催
の
チ
ャ

リ
テ
ィ
、
、
ハ
ザ
ー
や
、
岩
魚
の
く
ん

せ
い
、
焼
鳥
な
ど
の
出
店
も
出
て
、

今
ま
で
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
同
様
大

変
な
人
気
を
集
め
て
い
ま
し
た
し
、

町
振
興
課
で
集
め
た
高
齢
者
特
産

品
即
売
も
多
く
の
人
の
注
目
を
集

め
て
い
ま
し
た
。

　
子
供
達
は
ポ
ン
菓
子
の
前
に
、

大
人
達
は
野
菜
の
即
売
所
に
と
行

列
を
作
り
、
人
気
の
あ
る
商
品
は

す
ぐ
に
品
切
れ
に
な
る
程
の
盛
況

ぶ
り
で
し
た
．

　
「
伝
え
て
い
き
た
い
わ
が
家
の

味
と
香
り
」
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
今

年
も
五
十
九
点
の
出
品
が
あ
り
、

伝
統
的
な
も
の
か
ら
、
ま
っ
た
く

新
し
く
工
夫
さ
れ
た
も
の
な
ど
、

非
常
に
多
種
多
様
に
わ
た
る
も
の

で
し
た
。
高
校
生
の
料
理
ク
ラ
ブ

の
皆
さ
ん
が
昨
年
に
引
き
続
き
、

変
わ
り
ア
ン
ボ
を
研
究
、
出
品
し

て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
種
類
の
多

さ
に
驚
ろ
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
お
に
ぎ
り
・
モ
チ
・
手
打
ち
そ

ば
の
試
食
品
も
千
八
百
食
ほ
ど
用

意
さ
れ
、
そ
の
引
き
替
え
券
を
求

め
る
人
達
が
朝
八
時
頃
よ
り
絶
え

る
事
な
く
続
い
て
い
ま
し
た
。

　
セ
ン
タ
i
二
階
大
広
間
、
で
は
、

美
術
展
が
三
日
間
に
わ
た
り
開
催

さ
れ
、
先
日
行
わ
れ
た
郡
展
に
出

品
さ
れ
た
作
品
を
中
心
に
、
多
く

の
書
や
絵
画
・
写
真
・
工
芸
品
な

ど
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の

見
学
者
で
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
食
品
コ
ー
ナ
ー

や
美
術
展
の
ま
わ
り
に
は
多
く
の

生
け
花
が
飾
ら
れ
て
お
り
、
清
楚

な
美
し
さ
を
か
も
し
出
し
て
い
ま

し
た
。

　
六
回
目
を
迎
え
た
芸
能
祭
は
年

年
多
様
化
し
、
民
謡
・
踊
り
・
子

供
達
の
劇
や
村
歌
舞
伎
、
そ
れ
に

加
え
て
、
松
之
山
出
身
の
方
が
中

心
と
な
っ
て
の
津
軽
三
味
線
演
奏

な
ど
盛
り
沢
山
の
内
容
で
し
た
。

　
上
川
手
の
皆
さ
ん
が
演
じ
て
く

れ
た
歌
舞
伎
は
、
今
ま
で
の
「
菅

原
伝
授
手
習
鑑
ー
寺
子
屋
の
場
」

か
ら
「
義
経
千
本
桜
ー
鮨
屋
の
段
」

へ
と
変
わ
り
、
一
段
と
熱
の
入
っ

た
も
の
と
な
り
、
会
場
を
い
っ
ぱ

い
に
埋
め
た
観
客
か
ら
大
き
な
拍

手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
農
業
祭
・
芸
能
祭
が
、
来

年
も
豊
作
の
中
、
で
行
わ
れ
る
よ
う

に
期
待
し
た
い
、
で
す
ね
。

　
ユ
十
五
人
の
方
が
参
加
し
た
第

三
回
良
質
米
共
励
会
は
、
米
収
量

の
部
と
米
代
金
の
部
、
で
行
わ
れ
、

今
年
も
立
派
な
成
績
が
生
ま
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
共
励
会
も
今
年
で
三
回
目

と
な
り
、
参
加
さ
れ
る
農
家
の
方

の
意
気
込
み
も
年
㌔
、
｝
と
に
高
ま
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

　
今
年
は
天
候
が
不
順
で
、
収
日
．
量

の
減
少
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

最
優
秀
賞
と
な
ら
れ
た
高
橋
さ
ん

の
記
録
は
、
十
ア
ー
ル
あ
た
り
七

四
四
キ
ロ
と
、
昨
年
の
七
八
八
キ

ロ
に
は
及
ば
な
か
っ
た
も
の
の
、

立
派
な
も
の
で
し
た
。

第
三
回
良
質
米
共
励
会

最
優
秀
賞

「
米
収
量
の
部
」
中
　
尾

「
米
代
金
の
部
」
五
十
子
平

　
・
L

　
　
　
高
橋
ミ
チ
さ
ん

　
　
　
涌
井
正
二
さ
ん

　
ま
た
、
米
代
金
の
部
の
涌
井
さ

ん
は
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
十
ア
ー
ル
あ

た
り
二
六
万
八
、
〇
二
二
円
と
な

っ
て
お
り
、
昨
年
よ
り
も
七
、
一

四
四
円
高
い
収
益
を
上
げ
た
事
に

な
り
ま
す
。

　
今
回
各
賞
を
受
賞
さ
れ
た
皆
さ

ん
は
、
米
作
り
に
対
し
一
年
間
努

力
さ
れ
た
成
果
が
、
こ
の
よ
う
な

形
と
な
っ
て
表
わ
れ
た
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ

ん
全
員
が
、
良
質
米
生
産
に
情
熱

を
燃
や
さ
れ
、
こ
の
地
に
お
け
る

農
業
の
発
展
を
願
っ
て
お
ら
れ
る

様
子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

メ
」

拶
，
穐
ー
、

な寝
㌧

．

無ぐ万（3）まつのやま

第3回松之山町良質米安定多収穫共励会入賞者

〉米収量の部＞米代金の部

入　　賞

区　　分

出　　品　　者
品　　　種

10a当たり
米　代　金

入　　賞

区　　分

出　　品　　者
品　　　種

10a当たり
精玄米収量住　所 氏　　　名 住　所 氏　　　名

最優秀賞 五十子平 涌井　正二 コシヒカリ 268，022円 最優秀賞 中　尾 高橋　ミチ 新潟早生 744kg

優秀賞 〃 涌井徳一 〃 262，890 優秀賞 天水越 佐藤　良雄 アキヒカリ 707

〃 湯　山 樋口　健一 〃 260，127 〃 水　梨 相沢　春義 新潟早生 705

〃 水　梨 相沢　良三 〃 254，206 〃 下川手 柳　　久作 〃 697

優良賞 兎　口 樋口　藤夫 〃 231，312 優良賞 坪　野 村山　恒雄 〃 685

〃 赤　倉 村山　里志 五百万石 230，144 〃 湯之島 竹内　多作 奥羽302号 674

〃 小　谷 若井　征治 コシヒカリ 229，733 〃 中　尾 樋口　真一 新潟早生 672

〃 曽　根 久保田寿栄 〃 228，943 〃 水　梨 中島　　徹 〃 668

〃 新　田 久保田　勇 〃 228，154 〃 松之山 小口和三郎 〃 659

〃 曽　根 倉重徳次郎 〃 226，575 奨励賞 東　川 丸山　嘉幸 〃 647

〃 光　間 小野塚敏夫 〃 224，996 〃 東　山 渡辺喜久治 〃 641

〃 豊　田 保坂　誠司 〃 224，996 〃 天水越 佐藤　正巳 アキヒカリ 636

奨励賞 湯　山 樋口　清一 〃 223，812 〃 湯　本 高沢鴻太郎 新潟早生 621

〃 北浦田 早川　健一 〃 223，022 〃 天水越 佐藤　慶一 アキヒカリ 619

〃 上之山 畔上　勝治 〃 221，838 〃 湯之島 山口　清治 新潟早生 603

〃 藤　倉 丸山　　明 越みのり 217，882 〃 坂　中 竹内　　清 〃 594

〃 下川手 高橋精一郎 コシヒカリ 217，496

第
一
八
回
錦
鯉
品
評
会

総
合
優
勝
は

　
　
　
　
中
尾
高
橋
平
八
郎
さ
ん

　
第
十
八
回
目
の
松
之
山
町
錦
鯉

品
評
会
が
、
農
業
祭
の
前
日
（
二

十
五
日
）
町
民
体
育
館
脇
で
行
わ

れ
、
出
品
さ
れ
た
一
二
五
点
の
中

か
ら
、
色
・
形
・
大
き
さ
な
ど
が

審
査
さ
れ
ま
し
た
。

“
泳
ぐ
宝
石
”
と
い
わ
れ
る
だ
け

あ
っ
て
、
出
品
さ
れ
た
ど
の
鯉
も

す
ば
ら
し
い
も
の
で
し
た
。

　
錦
鯉
は
育
て
る
の
に
非
常
に
手

間
が
か
か
る
の
で
、
鯉
を
飼
う
人

達
が
だ
ん
だ
ん
減
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。

　
各
部
門
の
入
賞
者
は
次
の
通
り

で
す
。

▽
総
A
・
優
勝

　
「
紅
白
」
　
　
高
橋
　
平
八
郎

▽
総
A
・
準
優
勝

　
「
紅
白
」
　
　
久
保
田
　
寿
栄

▽
、
、
シ
ャ
ン
ボ
賞

　
「
三
色
」
　
　
　
樋
ロ
　
ヨ
シ

▽
一
部
（
一
八
セ
ン
チ
未
満
）

　
優
勝
「
紅
自
」
　
高
橋
平
八
郎

　
一
等
「
三
色
」
　
山
岸
敬
三
郎

　
「
そ
の
他
」
　
畔
上
勝
治

▽
二
部
（
二
八
セ
ン
チ
未
満
）

　
優
勝
「
紅
白
」
　
高
橋
平
八
郎

　
一
等
「
三
色
」
　
本
山
　

豊

　
「
そ
の
他
」
　
」
高
橋
平
八
郎

▽
三
部
（
三
五
セ
ン
チ
未
満
）

　
優
勝
「
光
紅
白
」
山
岸
敬
三
郎

　
一
等
「
紅
白
」
　
高
橋
平
八
郎

　
　
　
「
三
色
」
　
村
山
　
政
栄

▽
四
部
（
四
五
セ
ン
チ
未
満
）

　
優
勝
「
紅
白
」
　
高
橋
平
八
郎

　
一
等
「
三
色
」
　
久
保
田
寿
栄

　
　
　
「
そ
の
他
」
丸
山
　
｛
疋
一

▽
五
部
（
四
五
セ
ン
チ
未
満
）

　
優
勝
「
三
色
」
　
樋
ロ
　
ヨ
シ

　
一
等
「
紅
白
」
　
竹
内
　
清
司

　
　
　
「
そ
の
他
」
高
橋
平
八
郎

松代・松之山　
去
る
十
月
二
十
四
日

中
学
グ
ラ
ン
ド
に
お
い

代
・
松
之
山
の
親
善
野
球
が
ナ

イ
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
野
球
を
通
じ
て
両

町
の
交
流
・
親
善
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
に
、
本
年
が
そ
の
第

一
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

　
出
場
し
た
チ
ー
ム
は
、
松
之

山
町
は
春
の
リ
ー
グ
戦
に
優
勝

し
た
湯
山
の
大
櫻
チ
ー
ム
。
松

代
町
は
町
長
杯
・
鵬
会
長
杯
を

連
覇
し
た
ア
ッ
ク
ス
・
ボ
ン
バ

ー
ズ
チ
ー
ム
と
の
対
戦
と
な
り

ま
し
た
。

　
結
果
は
、
三
対
二
で
松
之
山

の
惜
敗
で
し
た
が
、
緊
迫
し
た

好
試
合
で
し
た
。

　
試
合
後
、
東
食
堂
に
会
場
を

移
し
、
来
年
度
以
降
も
こ
の
大

会
を
続
け
る
こ
と
を
確
認
し
、

懇
親
を
深
め
て
終
了
し
ま
し
た
。

穀⑭
いロ

砿親善野球大会
松代
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解籔薩諏第5回
響難野駅伝大会
ら
璽L　　優勝は4年連続松里Aチーム

　
」

ノ
循

　
。
．
9

　
　
縫

　
漁

　
　
“

ゆ
　
、
　
　
蒔

　
　
∵
●

　
今
年
で
第
五
回
を
数
え
る
松
之

山
町
駅
伝
大
会
が
、
十
月
十
日
体

育
の
日
に
行
わ
れ
、
昨
年
に
引
き

続
き
松
里
A
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま

し
た
。

　
今
年
は
、
今
ま
で
の
各
地
区
を

周
回
す
る
コ
ー
ス
が
、
道
路
工
事

の
た
め
使
え
ず
、
浦
田
・
松
之
山

地
区
だ
け
を
利
用
し
た
十
二
区
間

一
二
二
一
キ
・
メ
ー
ト
ル
で
健
脚

が
競
わ
れ
ま
し
た
。

　
出
場
チ
ー
ム
は
昨
年
と
同
じ
八

チ
ー
ム
で
、
松
之
山
・
松
里
・
浦

田
が
ニ
チ
ー
ム
、
三
省
・
布
川
が

一
チ
ー
ム
と
い
う
構
成
で
し
た
。

　
朝
八
時
よ
り
浦
田
中
学
校
で
監

督
者
会
議
、
開
会
式
が
行
わ
れ
た

後
、
九
時
十
分
、
町
長
に
よ
る
ピ

ス
ト
ル
の
合
図
と
と
も
に
、
中
学

生
男
子
が
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
し
、

競
技
が
開
始
し
ま
し
た
。

　
レ
ー
ス
展
開
は
、
一
区
で
飛
び

ト
ヨ
ヨ8’

．

　
　
　
猷
N

寄　
　
ノ
’

（5）まつのやま

二　　をゲよ

　　　松里小学校と大町小学校

、
，
　
ン
い

松里Aが一着で

　　ゴールイン！

出
し
た
松
里
A
チ
ー
ム
が
、
終
始

ト
ッ
プ
を
守
り
続
け
、
二
位
松
之

山
A
チ
ー
ム
に
二
十
六
秒
の
大
差

を
つ
け
、
こ
の
大
会
四
連
勝
を
果

し
ま
し
た
。

　
松
里
A
チ
ー
ム
の
逃
げ
き
り
に

よ
り
興
味
は
、
二
位
・
三
位
争
い

に
な
り
ま
し
た
。
八
区
で
松
之
山

A
と
浦
田
A
チ
ー
ム
が
そ
れ
ま
で

二
位
だ
っ
た
三
省
チ
ー
ム
を
か
わ

し
、
そ
の
ま
ま
の
順
位
を
保
っ
て

ゴ
ー
ル
。
以
下
四
位
に
は
松
里
B
、

五
位
三
省
、
六
位
布
川
、
し
位
浦

田
B
、
八
位
松
之
山
B
と
い
う
成

績
で
し
た
．

　
今
年
の
駅
伝
も
無
事
終
っ
た
訳

で
す
が
、
し
か
し
＋
月
＋
日
と
い

う
日
は
雨
が
降
り
ま
せ
ん
ね
。
　
一

説
に
よ
る
と
、
昭
和
三
十
九
年
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
以
来
降
っ
て
い
な

い
そ
う
で
す
よ
．

　
松
里
小
学
校
と
上
越
市
の
大
町

小
学
校
で
は
、
数
年
前
か
ら
規
模

や
形
態
の
異
な
る
両
校
の
子
供
達

を
交
流
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
学

習
能
力
や
人
間
形
成
の
向
上
に
役

立
て
よ
う
と
、
色
々
な
形
で
の
交

流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
松
里
小
学
校
を
訪
ず
れ
た

の
は
、
十
月
七
日
か
ら
八
日
に
か

け
て
三
年
生
が
。
十
五
日
に
は
五

年
生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
を
持
っ

て
訪
ず
れ
ま
し
た
。

　
三
年
生
は
山
い
む
掘
り
と
、
農

家
訪
問
。
五
年
生
は
大
厳
寺
牧
場

で
の
牛
の
観
察
が
主
な
目
的
で
し

た
。
　
こ
の
両
校
の
交
流
は
、
今
年
度

か
ら
新
潟
県
交
流
学
習
研
究
推
進

校
に
指
定
さ
れ
、
今
後
三
年
間
を

か
け
て
実
践
研
究
さ
れ
る
事
に
な

り
ま
す
。
来
年
か
ら
は
新
た
に
浦

田
小
学
校
も
大
町
小
学
校
と
の
交

流
が
開
始
さ
れ
る
事
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
二
つ
の
交
流
の
模
様
を
少
し
紹

介
し
て
み
ま
す
と
、
三
年
生
の
山

い
も
掘
り
は
、
上
揚
の
老
人
ク
ラ

ブ
の
人
達
の
協
力
を
得
て
、
生
徒

百
人
、
父
母
の
方
が
五
十
人
以
上

参
加
し
て
行
わ
れ
、
悪
戦
苦
闘
し

な
が
ら
も
沢
山
の
収
穫
が
あ
り
、

大
成
功
で
し
た
。
子
供
達
よ
り
も

親
の
方
が
夢
中
に
な
っ
た
よ
う
で

す
。
次
の
日
は
、
十
三
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
の
農
家
訪
問
を
行

い
、
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん

か
ら
色
々
な
話
を
聞
い
て
い
ま
し

た
．
　
五
年
生
は
日
帰
り
の
交
流
で
、

牧
場
で
牛
の
生
態
を
観
察
し
た
後

野鳥コケシを珍らしそうにのぞきこむ

後は頼むぞ（松之山A

績　
成
‘

　
会
　
大

▼
総
合
成
績

優
勝

準
優
勝

876543
位｛立｛立｛立｛立｛立

▼
区
間
優
勝
者

121110987654321区区区区区区区区区区区区

稀

　
　
　
　
　
　
時
間
分
　
秒

松
里
㈲
　

1
・
6
・
n

松
之
山
㈲
　
　
　
1
・
1
6
・
3
7

　浦田

㈲
　

1
・
17
．
n

　
松
里
⑥
　

1
・
8
．
3
3

　
三
省
　
　
1
・
8
・
3
4

布
川
　
　
　
－
・
1
9
・
1
6

浦
田
⑥
　
　
　
　
2
0
．
5
8

　
松
之
山
佃
　
　
　
1
・
2
1
・
4
7

福
原
基
裕
（
松
　
里
A
）
7
．
3
1

小
野
塚
茂
（
布
　
　
川
）
7
．
㎝

村
山
　
　
保
（
松
之
山
A
）
6
。
2
1

村
山
　
忠
男
（
松
　
里
B
）
6
・
5
9

山
口
麻
由
己
（
浦
　
田
A
）
3
・
4
3

相
沢
幸
子
（
三
　
　
省
）
5
・
1
5

本
山
　
　
久
（
浦
　
田
A
）
2
・
5
3

本
山
　
　
勉
（
浦
　
田
A
）
5
・
3
6

村
山
　
真
男
（
松
之
山
A
）
7
・
2
3

村
山
　
敦
央
（
松
　
里
A
）
6
・
59

村
山
　
章
子
（
松
之
山
A
）
4
・
3
0

村
山
　
幸
夫
（
布
　
　
川
）
8
・
2
9

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
を
食
べ
て
か
ら
松

岨
小
学
校
に
寄
り
、
六
年
生
の
工

作
実
習
（
野
鳥
コ
ケ
シ
作
り
）
を

見
学
し
ま
し
た
．

　
両
校
の
交
流
は
、
こ
れ
か
ら
ま

す
ま
す
活
発
に
な
る
事
で
し
ょ
う
．

▲野鳥コケシ作りを見学する児童たち

〈地元の老人から話を聞く3年生
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解籔薩諏第5回
響難野駅伝大会
ら
璽L　　優勝は4年連続松里Aチーム

　
」

ノ
循

　
。
．
9

　
　
縫

　
漁

　
　
“

ゆ
　
、
　
　
蒔

　
　
∵
●

　
今
年
で
第
五
回
を
数
え
る
松
之

山
町
駅
伝
大
会
が
、
十
月
十
日
体

育
の
日
に
行
わ
れ
、
昨
年
に
引
き

続
き
松
里
A
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま

し
た
。

　
今
年
は
、
今
ま
で
の
各
地
区
を

周
回
す
る
コ
ー
ス
が
、
道
路
工
事

の
た
め
使
え
ず
、
浦
田
・
松
之
山

地
区
だ
け
を
利
用
し
た
十
二
区
間

一
二
二
一
キ
・
メ
ー
ト
ル
で
健
脚

が
競
わ
れ
ま
し
た
。

　
出
場
チ
ー
ム
は
昨
年
と
同
じ
八

チ
ー
ム
で
、
松
之
山
・
松
里
・
浦

田
が
ニ
チ
ー
ム
、
三
省
・
布
川
が

一
チ
ー
ム
と
い
う
構
成
で
し
た
。

　
朝
八
時
よ
り
浦
田
中
学
校
で
監

督
者
会
議
、
開
会
式
が
行
わ
れ
た

後
、
九
時
十
分
、
町
長
に
よ
る
ピ

ス
ト
ル
の
合
図
と
と
も
に
、
中
学

生
男
子
が
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
し
、

競
技
が
開
始
し
ま
し
た
。

　
レ
ー
ス
展
開
は
、
一
区
で
飛
び

ト
ヨ
ヨ8’

．

　
　
　
猷
N

寄　
　
ノ
’

（5）まつのやま

二　　をゲよ

　　　松里小学校と大町小学校

、
，
　
ン
い

松里Aが一着で

　　ゴールイン！

出
し
た
松
里
A
チ
ー
ム
が
、
終
始

ト
ッ
プ
を
守
り
続
け
、
二
位
松
之

山
A
チ
ー
ム
に
二
十
六
秒
の
大
差

を
つ
け
、
こ
の
大
会
四
連
勝
を
果

し
ま
し
た
。

　
松
里
A
チ
ー
ム
の
逃
げ
き
り
に

よ
り
興
味
は
、
二
位
・
三
位
争
い

に
な
り
ま
し
た
。
八
区
で
松
之
山

A
と
浦
田
A
チ
ー
ム
が
そ
れ
ま
で

二
位
だ
っ
た
三
省
チ
ー
ム
を
か
わ

し
、
そ
の
ま
ま
の
順
位
を
保
っ
て

ゴ
ー
ル
。
以
下
四
位
に
は
松
里
B
、

五
位
三
省
、
六
位
布
川
、
し
位
浦

田
B
、
八
位
松
之
山
B
と
い
う
成

績
で
し
た
．

　
今
年
の
駅
伝
も
無
事
終
っ
た
訳

で
す
が
、
し
か
し
＋
月
＋
日
と
い

う
日
は
雨
が
降
り
ま
せ
ん
ね
。
　
一

説
に
よ
る
と
、
昭
和
三
十
九
年
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
以
来
降
っ
て
い
な

い
そ
う
で
す
よ
．

　
松
里
小
学
校
と
上
越
市
の
大
町

小
学
校
で
は
、
数
年
前
か
ら
規
模

や
形
態
の
異
な
る
両
校
の
子
供
達

を
交
流
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
学

習
能
力
や
人
間
形
成
の
向
上
に
役

立
て
よ
う
と
、
色
々
な
形
で
の
交

流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
松
里
小
学
校
を
訪
ず
れ
た

の
は
、
十
月
七
日
か
ら
八
日
に
か

け
て
三
年
生
が
。
十
五
日
に
は
五

年
生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
を
持
っ

て
訪
ず
れ
ま
し
た
。

　
三
年
生
は
山
い
む
掘
り
と
、
農

家
訪
問
。
五
年
生
は
大
厳
寺
牧
場

で
の
牛
の
観
察
が
主
な
目
的
で
し

た
。
　
こ
の
両
校
の
交
流
は
、
今
年
度

か
ら
新
潟
県
交
流
学
習
研
究
推
進

校
に
指
定
さ
れ
、
今
後
三
年
間
を

か
け
て
実
践
研
究
さ
れ
る
事
に
な

り
ま
す
。
来
年
か
ら
は
新
た
に
浦

田
小
学
校
も
大
町
小
学
校
と
の
交

流
が
開
始
さ
れ
る
事
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
二
つ
の
交
流
の
模
様
を
少
し
紹

介
し
て
み
ま
す
と
、
三
年
生
の
山

い
も
掘
り
は
、
上
揚
の
老
人
ク
ラ

ブ
の
人
達
の
協
力
を
得
て
、
生
徒

百
人
、
父
母
の
方
が
五
十
人
以
上

参
加
し
て
行
わ
れ
、
悪
戦
苦
闘
し

な
が
ら
も
沢
山
の
収
穫
が
あ
り
、

大
成
功
で
し
た
。
子
供
達
よ
り
も

親
の
方
が
夢
中
に
な
っ
た
よ
う
で

す
。
次
の
日
は
、
十
三
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
の
農
家
訪
問
を
行

い
、
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん

か
ら
色
々
な
話
を
聞
い
て
い
ま
し

た
．
　
五
年
生
は
日
帰
り
の
交
流
で
、

牧
場
で
牛
の
生
態
を
観
察
し
た
後

野鳥コケシを珍らしそうにのぞきこむ

後は頼むぞ（松之山A

績　
成
‘

　
会
　
大

▼
総
合
成
績

優
勝

準
優
勝

876543
位｛立｛立｛立｛立｛立

▼
区
間
優
勝
者

121110987654321区区区区区区区区区区区区

稀

　
　
　
　
　
　
時
間
分
　
秒

松
里
㈲
　

1
・
6
・
n

松
之
山
㈲
　
　
　
1
・
1
6
・
3
7

　浦田

㈲
　

1
・
17
．
n

　
松
里
⑥
　

1
・
8
．
3
3

　
三
省
　
　
1
・
8
・
3
4

布
川
　
　
　
－
・
1
9
・
1
6

浦
田
⑥
　
　
　
　
2
0
．
5
8

　
松
之
山
佃
　
　
　
1
・
2
1
・
4
7

福
原
基
裕
（
松
　
里
A
）
7
．
3
1

小
野
塚
茂
（
布
　
　
川
）
7
．
㎝

村
山
　
　
保
（
松
之
山
A
）
6
。
2
1

村
山
　
忠
男
（
松
　
里
B
）
6
・
5
9

山
口
麻
由
己
（
浦
　
田
A
）
3
・
4
3

相
沢
幸
子
（
三
　
　
省
）
5
・
1
5

本
山
　
　
久
（
浦
　
田
A
）
2
・
5
3

本
山
　
　
勉
（
浦
　
田
A
）
5
・
3
6

村
山
　
真
男
（
松
之
山
A
）
7
・
2
3

村
山
　
敦
央
（
松
　
里
A
）
6
・
59

村
山
　
章
子
（
松
之
山
A
）
4
・
3
0

村
山
　
幸
夫
（
布
　
　
川
）
8
・
2
9

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
を
食
べ
て
か
ら
松

岨
小
学
校
に
寄
り
、
六
年
生
の
工

作
実
習
（
野
鳥
コ
ケ
シ
作
り
）
を

見
学
し
ま
し
た
．

　
両
校
の
交
流
は
、
こ
れ
か
ら
ま

す
ま
す
活
発
に
な
る
事
で
し
ょ
う
．

▲野鳥コケシ作りを見学する児童たち

〈地元の老人から話を聞く3年生
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餐菓術禽第5回

“M子。大塚啓さんの作品

松
之
山
中
学
校
教
員

　
　
大
塚
先
生
が
郡
展
賞
に
！

　
今
年
で
第
五
回
の
郡
美
術
展
覧

会
が
、
十
月
十
八
日
か
ら
二
十
旧

ま
で
の
三
日
間
、
浦
川
原
村
民
体

育
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
と
な
っ
た
村
民
体
育
館
に

は
、
絵
画
五
十
七
点
・
写
真
百
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
ム
う
　
そ

二
点
・
書
道
五
十
八
点
・
彫
塑
・

工
芸
六
十
五
点
の
出
展
作
品
が
飾

ら
れ
、
ど
れ
も
力
作
ぞ
ろ
い
で
目

移
り
す
る
ほ
ど
で
し
た
。

　
松
之
山
町
か
ら
は
、
四
部
門
に

二
十
六
人
、
三
十
七
点
の
応
募
が

あ
り
、
彫
塑
・
工
芸
の
部
で
、
大

塚
啓
さ
ん
（
松
之
山
中
学
教
員
）

の
作
品
が
郡
展
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
部
門
の
奨
励
賞
に
は
、

書
道
部
門
で
、
田
辺
誠
二
さ
ん
（
松

口
）
・
佐
藤
力
さ
ん
（
曽
根
）
・

柳
裕
子
さ
ん
（
湯
本
〉
の
三
人
が
。

　
絵
画
の
部
で
、
草
村
慶
子
さ
ん

（
湯
山
）
が
二
年
連
続
で
受
賞
。

写
真
部
門
で
は
、
小
見
重
義
さ
ん

（
黒
倉
）
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し

た
。　
尚
、
郡
展
参
加
作
品
は
、
十
月

二
十
五
日
か
ら
三
日
間
、
休
養
村

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
展
示
さ
れ
、

農
業
祭
に
訪
れ
た
人
達
な
ど
、
多

く
の
人
の
注
旧
を
集
め
て
い
ま
し

た
。

▲けいとう　草村慶子さん

※
書
道
部
門

▽
郡
展
賞
「
小
倉
百
人
一
首
」

　
鈴
木
益
蔵
　
　
（
松
代
町
）

▽
奨
励
賞
「
松
之
山
管
領
塚
物
語
」

　
田
辺
誠
二
　
（
松
之
山
町
）

〈
「
松
之
山
管
領
塚
物
語
」
田
辺
誠
二
さ
ん

饗
馨
3
叢
嚢
糞
翫
婁
駿
吻
叢

撃
　
叢
嚢
蕊
轟
愚
餐
嚢
え
像

震
八
蚤
裁
轟
噂
長
義
響
孟
費
搬

澄
φ
、
茎
．
湯
慶
蜜
蓑
慶
集
叢
護

跨
霞
纂
畿
9
窯
蔑
曹
蓬
碁
器
嶋

曇
壽
蓋
．
鵠
奮
差
奮
琴
劉

』
馨
哩
零
窪
勾
薮
毒

曹
－
屋
姦
4
餐
懲
勇
髪

霧矧夢老

警
②
帰
、
底
舷
首
嬉

％

易
パ
匙
銘
利
轟
・
峯
蕃
－
偽
－

「西腋省即事」

佐藤力さん

練
Ψ
聡
興
容
碧
蜜
．

番
禽
鍵
轟
購
、
鱒
謄

奪
徳
蚤
魎
禽
糞
「襲辿詩」

柳裕子さん

▽
奨
励
賞
「
西
液
省
即
事
」

　
佐
藤
　
力
　
　
（
松
之
山
町
）

▽
　
〃
　
　
「
裂
辿
詩
」

　
柳
　
裕
子
　
　
（
松
之
山
町
）

　
※
絵
画
部
門

▽
郡
展
賞
「
バ
ル
コ
ニ
ー
1
」

　
小
林
敏
行
　
　
（
浦
川
原
村
）

▽
奨
励
賞
「
別
れ
」

　
近
藤
勝
子
　
　
（
牧
村
）

▽
　
〃
　
「
子
供
」

　
佐
藤
公
義
　
　
（
松
代
町
）

▽
　
〃
　
「
け
い
と
う
」

　
草
村
慶
子
　
　
（
松
之
山
町
）

　
※
写
真
部
門

▽
郡
展
賞
「
休
息
」

　
大
滝
　
勉
　
　
（
浦
川
原
村
）

▽
奨
励
賞
「
春
へ
」

　
小
見
重
義
　
　
（
松
之
山
町
）

▽
　
〃
　
「
特
訓
」

　
五
十
嵐
　
修
　
　
（
牧
村
）

▽
　
〃
　
「
春
の
詩
」

　
高
橋
多
一
郎
　
　
（
松
代
町
）

　
※
彫
塑
・
工
芸
部
門

▽
郡
展
賞
「
M
子
」

　
大
塚
　
啓
　
　
（
松
之
山
町
）

▽
奨
励
賞
「
愛
」

　
若
井
優
（
浦
川
原
村
）

▽
　
〃
　
　
「
花
び
ん
」

　
蓑
和
　
章
　
　
（
浦
川
原
村
）

▽
　
〃
　
「
び
く
」

　
武
田
都
助
　
　
（
大
島
村
）

11月

雇
用
保
険
不
正
受
給

　
　
　
　
　
　
防
止
啓
発
月
間

（7》まつのやま

　
雇
用
保
険
は
、
み
な
さ
ん
が
失

業
し
た
場
合
に
、
そ
の
間
の
生
活

と
仕
事
探
し
を
援
助
す
る
も
の
で

す
。
つ
ま
り
積
極
的
に
就
職
し
よ

う
と
す
る
意
欲
と
、
就
職
で
き
る

能
力
が
あ
り
、
実
際
に
仕
事
探
し

を
し
て
い
る
人
に
限
っ
て
、
雇
用

保
険
は
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
〈
不
正
受
給
は
厳
し
く
処
分
〉

　
こ
の
よ
う
な
、
雇
用
保
険
の
制

度
の
趣
旨
に
反
し
て
、
就
職
し
て

い
る
の
に
そ
の
事
実
を
届
け
出
な

い
な
ど
の
や
り
方
で
雇
用
保
険
を

不
正
に
受
け
た
場
合
は
、
厳
し
く

処
分
さ
れ
ま
す
．

　
〈
制
度
を
正
し
く
理
解
し
て

　
　
　
　
　
　
有
効
な
活
用
を
〉

　
十
一
月
は
、
　
「
雇
用
保
険
不
正

受
給
防
止
啓
発
月
間
」
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
r

亀

紐
臆

　
大
切
な
雇
用
保
険
が
正
し
く
運

営
さ
れ
る
よ
う
こ
の
月
間
を
機
会

に
、
現
在
雇
用
保
険
を
受
け
て
お

ら
れ
る
方
だ
け
で
な
く
、
労
働
者
、

事
業
主
そ
の
他
の
皆
さ
ん
も
、
雇

用
保
険
を
正
し
く
理
解
し
ま
し
ょ

p
フ
。
　
〈
雇
用
保
険
の
加
入
は

　
　
　
　
　
　
お
す
み
で
す
か
〉

　
雇
用
保
険
は
、
労
働
者
を
一
人

で
も
雇
用
し
て
い
る
事
業
所
は
、

農
林
水
産
業
の
個
人
企
業
の
一
部

を
除
い
て
、
す
、
べ
て
加
入
が
義
務

付
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
従
っ
て
、
事
業
主
は
労
働
者
が

希
望
す
る
と
否
と
に
か
か
わ
ら
ず

加
入
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
．

　
　
ゐ
　
　
　
雇
用
罐

、
“
　
通

税を知る週間

11月11日～17日

　
国
や
地
方
公
共
団
体
は
、
私
た

ち
国
民
が
豊
か
で
安
定
し
た
暮
ら

し
が
で
き
る
よ
う
に
、
幅
広
い
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
税
金
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体

が
活
動
す
る
た
め
の
大
切
な
財
源

で
あ
り
、
私
た
ち
が
生
活
の
向
上

と
安
定
を
願
う
限
り
、
ど
う
し
て

も
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
い

わ
ば
共
同
社
会
を
維
持
す
る
た
め

の
会
費
で
あ
る
と
い
え
ま
し
よ
う
。

　
国
税
庁
で
は
、
税
の
仕
組
み
と

使
い
み
ち
を
正
し
く
理
解
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
十
一
月
十
一
日

（
火
）
か
ら
十
七
日
（
月
）
を
「
税
を

知
る
週
間
」
と
し
、
期
間
中
「
こ

の
社
会
あ
な
た
の
税
が
生
き
て
い

る
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、
各
種

の
行
事
を
全
国
的
に
行
い
ま
す
。

　
一
例
を
上
げ
ま
す
と
、
　
〈
座
談

会
な
ど
の
開
催
〉
　
〈
税
に
関
す
る

資
料
の
展
示
〉
　
〈
税
務
相
談
〉
な

ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
．
の
機
会

に
是
非
税
の
勉
強
を
し
て
み
て
下

さ
い
。

　
詳
し
く
は
最
寄
り
の
税
務
署
・

役
場
税
務
相
談
室
へ
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

・
．
猟

年末資金取扱中！

国民金融公庫高田支店

◇
穐
、
｝
融
資
期
間

　
○
運
転
資
金
　
五
年
以
内
（
必

　
　
要
に
応
じ
て
七
年
以
内
）

　
○
設
備
資
金
　
十
年
以
内

　
○
特
定
設
備
資
金
　
十
五
年
以

　
　
上

◇
基
準
利
率
　
年
六
・
四
％
（
固

　
　
　
　
　
　
｛
疋
金
利
）

◇
廊
、
』
利
用
い
た
だ
け
る
方

　
事
業
を
営
む
方

　
　
な
お
、
飲
食
店
、
理
美
容
業

　
な
ど
環
境
衛
生
業
種
を
営
む
方

の
設
備
資
金
も
取
扱
っ
て
お
り

ま
す
。

　
年
末
は
混
み
合
い
ま
す
の
で
お

早
め
に
㌔
、
』
相
談
下
さ
い
。

　
な
お
、
詳
細
は
最
寄
り
の
商
工

会
、
ま
た
は
、
公
庫
窓
口
（
電
話

〇
二
五
五
－
二
四
－
二
三
四
〇
）

t、

〕
照
会
下
さ
い
。
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“M子。大塚啓さんの作品

松
之
山
中
学
校
教
員

　
　
大
塚
先
生
が
郡
展
賞
に
！

　
今
年
で
第
五
回
の
郡
美
術
展
覧

会
が
、
十
月
十
八
日
か
ら
二
十
旧

ま
で
の
三
日
間
、
浦
川
原
村
民
体

育
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
と
な
っ
た
村
民
体
育
館
に

は
、
絵
画
五
十
七
点
・
写
真
百
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
ム
う
　
そ

二
点
・
書
道
五
十
八
点
・
彫
塑
・

工
芸
六
十
五
点
の
出
展
作
品
が
飾

ら
れ
、
ど
れ
も
力
作
ぞ
ろ
い
で
目

移
り
す
る
ほ
ど
で
し
た
。

　
松
之
山
町
か
ら
は
、
四
部
門
に

二
十
六
人
、
三
十
七
点
の
応
募
が

あ
り
、
彫
塑
・
工
芸
の
部
で
、
大

塚
啓
さ
ん
（
松
之
山
中
学
教
員
）

の
作
品
が
郡
展
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
部
門
の
奨
励
賞
に
は
、

書
道
部
門
で
、
田
辺
誠
二
さ
ん
（
松

口
）
・
佐
藤
力
さ
ん
（
曽
根
）
・

柳
裕
子
さ
ん
（
湯
本
〉
の
三
人
が
。

　
絵
画
の
部
で
、
草
村
慶
子
さ
ん

（
湯
山
）
が
二
年
連
続
で
受
賞
。

写
真
部
門
で
は
、
小
見
重
義
さ
ん

（
黒
倉
）
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し

た
。　
尚
、
郡
展
参
加
作
品
は
、
十
月

二
十
五
日
か
ら
三
日
間
、
休
養
村

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
展
示
さ
れ
、

農
業
祭
に
訪
れ
た
人
達
な
ど
、
多

く
の
人
の
注
旧
を
集
め
て
い
ま
し

た
。

▲けいとう　草村慶子さん

※
書
道
部
門

▽
郡
展
賞
「
小
倉
百
人
一
首
」

　
鈴
木
益
蔵
　
　
（
松
代
町
）

▽
奨
励
賞
「
松
之
山
管
領
塚
物
語
」

　
田
辺
誠
二
　
（
松
之
山
町
）

〈
「
松
之
山
管
領
塚
物
語
」
田
辺
誠
二
さ
ん

饗
馨
3
叢
嚢
糞
翫
婁
駿
吻
叢

撃
　
叢
嚢
蕊
轟
愚
餐
嚢
え
像

震
八
蚤
裁
轟
噂
長
義
響
孟
費
搬

澄
φ
、
茎
．
湯
慶
蜜
蓑
慶
集
叢
護

跨
霞
纂
畿
9
窯
蔑
曹
蓬
碁
器
嶋

曇
壽
蓋
．
鵠
奮
差
奮
琴
劉

』
馨
哩
零
窪
勾
薮
毒

曹
－
屋
姦
4
餐
懲
勇
髪

霧矧夢老

警
②
帰
、
底
舷
首
嬉

％

易
パ
匙
銘
利
轟
・
峯
蕃
－
偽
－

「西腋省即事」

佐藤力さん

練
Ψ
聡
興
容
碧
蜜
．

番
禽
鍵
轟
購
、
鱒
謄

奪
徳
蚤
魎
禽
糞
「襲辿詩」

柳裕子さん

▽
奨
励
賞
「
西
液
省
即
事
」

　
佐
藤
　
力
　
　
（
松
之
山
町
）

▽
　
〃
　
　
「
裂
辿
詩
」

　
柳
　
裕
子
　
　
（
松
之
山
町
）

　
※
絵
画
部
門

▽
郡
展
賞
「
バ
ル
コ
ニ
ー
1
」

　
小
林
敏
行
　
　
（
浦
川
原
村
）

▽
奨
励
賞
「
別
れ
」

　
近
藤
勝
子
　
　
（
牧
村
）

▽
　
〃
　
「
子
供
」

　
佐
藤
公
義
　
　
（
松
代
町
）

▽
　
〃
　
「
け
い
と
う
」

　
草
村
慶
子
　
　
（
松
之
山
町
）

　
※
写
真
部
門

▽
郡
展
賞
「
休
息
」

　
大
滝
　
勉
　
　
（
浦
川
原
村
）

▽
奨
励
賞
「
春
へ
」

　
小
見
重
義
　
　
（
松
之
山
町
）

▽
　
〃
　
「
特
訓
」

　
五
十
嵐
　
修
　
　
（
牧
村
）

▽
　
〃
　
「
春
の
詩
」

　
高
橋
多
一
郎
　
　
（
松
代
町
）

　
※
彫
塑
・
工
芸
部
門

▽
郡
展
賞
「
M
子
」

　
大
塚
　
啓
　
　
（
松
之
山
町
）

▽
奨
励
賞
「
愛
」

　
若
井
優
（
浦
川
原
村
）

▽
　
〃
　
　
「
花
び
ん
」

　
蓑
和
　
章
　
　
（
浦
川
原
村
）

▽
　
〃
　
「
び
く
」

　
武
田
都
助
　
　
（
大
島
村
）

11月

雇
用
保
険
不
正
受
給

　
　
　
　
　
　
防
止
啓
発
月
間

（7》まつのやま

　
雇
用
保
険
は
、
み
な
さ
ん
が
失

業
し
た
場
合
に
、
そ
の
間
の
生
活

と
仕
事
探
し
を
援
助
す
る
も
の
で

す
。
つ
ま
り
積
極
的
に
就
職
し
よ

う
と
す
る
意
欲
と
、
就
職
で
き
る

能
力
が
あ
り
、
実
際
に
仕
事
探
し

を
し
て
い
る
人
に
限
っ
て
、
雇
用

保
険
は
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
〈
不
正
受
給
は
厳
し
く
処
分
〉

　
こ
の
よ
う
な
、
雇
用
保
険
の
制

度
の
趣
旨
に
反
し
て
、
就
職
し
て

い
る
の
に
そ
の
事
実
を
届
け
出
な

い
な
ど
の
や
り
方
で
雇
用
保
険
を

不
正
に
受
け
た
場
合
は
、
厳
し
く

処
分
さ
れ
ま
す
．

　
〈
制
度
を
正
し
く
理
解
し
て

　
　
　
　
　
　
有
効
な
活
用
を
〉

　
十
一
月
は
、
　
「
雇
用
保
険
不
正

受
給
防
止
啓
発
月
間
」
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
r

亀

紐
臆

　
大
切
な
雇
用
保
険
が
正
し
く
運

営
さ
れ
る
よ
う
こ
の
月
間
を
機
会

に
、
現
在
雇
用
保
険
を
受
け
て
お

ら
れ
る
方
だ
け
で
な
く
、
労
働
者
、

事
業
主
そ
の
他
の
皆
さ
ん
も
、
雇

用
保
険
を
正
し
く
理
解
し
ま
し
ょ

p
フ
。
　
〈
雇
用
保
険
の
加
入
は

　
　
　
　
　
　
お
す
み
で
す
か
〉

　
雇
用
保
険
は
、
労
働
者
を
一
人

で
も
雇
用
し
て
い
る
事
業
所
は
、

農
林
水
産
業
の
個
人
企
業
の
一
部

を
除
い
て
、
す
、
べ
て
加
入
が
義
務

付
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
従
っ
て
、
事
業
主
は
労
働
者
が

希
望
す
る
と
否
と
に
か
か
わ
ら
ず

加
入
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
．

　
　
ゐ
　
　
　
雇
用
罐

、
“
　
通

税を知る週間

11月11日～17日

　
国
や
地
方
公
共
団
体
は
、
私
た

ち
国
民
が
豊
か
で
安
定
し
た
暮
ら

し
が
で
き
る
よ
う
に
、
幅
広
い
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
税
金
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体

が
活
動
す
る
た
め
の
大
切
な
財
源

で
あ
り
、
私
た
ち
が
生
活
の
向
上

と
安
定
を
願
う
限
り
、
ど
う
し
て

も
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
い

わ
ば
共
同
社
会
を
維
持
す
る
た
め

の
会
費
で
あ
る
と
い
え
ま
し
よ
う
。

　
国
税
庁
で
は
、
税
の
仕
組
み
と

使
い
み
ち
を
正
し
く
理
解
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
十
一
月
十
一
日

（
火
）
か
ら
十
七
日
（
月
）
を
「
税
を

知
る
週
間
」
と
し
、
期
間
中
「
こ

の
社
会
あ
な
た
の
税
が
生
き
て
い

る
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、
各
種

の
行
事
を
全
国
的
に
行
い
ま
す
。

　
一
例
を
上
げ
ま
す
と
、
　
〈
座
談

会
な
ど
の
開
催
〉
　
〈
税
に
関
す
る

資
料
の
展
示
〉
　
〈
税
務
相
談
〉
な

ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
．
の
機
会

に
是
非
税
の
勉
強
を
し
て
み
て
下

さ
い
。

　
詳
し
く
は
最
寄
り
の
税
務
署
・

役
場
税
務
相
談
室
へ
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

・
．
猟

年末資金取扱中！

国民金融公庫高田支店

◇
穐
、
｝
融
資
期
間

　
○
運
転
資
金
　
五
年
以
内
（
必

　
　
要
に
応
じ
て
七
年
以
内
）

　
○
設
備
資
金
　
十
年
以
内

　
○
特
定
設
備
資
金
　
十
五
年
以

　
　
上

◇
基
準
利
率
　
年
六
・
四
％
（
固

　
　
　
　
　
　
｛
疋
金
利
）

◇
廊
、
』
利
用
い
た
だ
け
る
方

　
事
業
を
営
む
方

　
　
な
お
、
飲
食
店
、
理
美
容
業

　
な
ど
環
境
衛
生
業
種
を
営
む
方

の
設
備
資
金
も
取
扱
っ
て
お
り

ま
す
。

　
年
末
は
混
み
合
い
ま
す
の
で
お

早
め
に
㌔
、
』
相
談
下
さ
い
。

　
な
お
、
詳
細
は
最
寄
り
の
商
工

会
、
ま
た
は
、
公
庫
窓
口
（
電
話

〇
二
五
五
－
二
四
－
二
三
四
〇
）

t、

〕
照
会
下
さ
い
。
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観光キノコ狩り■
、

秋晴れの大厳寺

　
松
之
山
観
光
協
会
主
催
の
キ
ノ

コ
狩
り
大
会
が
、
今
年
も
十
月
十

日
に
大
厳
寺
高
原
で
開
催
さ
れ
、

秋
空
の
下
、
県
内
外
か
ら
百
人
の

万
が
参
加
し
て
、
に
ぎ
や
か
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
午
前
十
時
頃
よ
り
約
『
時
間
半

山
に
入
っ
て
キ
ノ
コ
狩
り
を
楽
し

ん
だ
後
、
採
っ
て
来
た
キ
ノ
コ
を

講
師
の
早
川
幸
一
先
生
と
、
地
元

の
滝
沢
博
さ
ん
よ
り
鑑
定
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
会
場
と
な
っ
た
希

望
館
の
一
角
に
は
、
キ
ノ
コ
が
種

類
別
に
分
け
ら
れ
て
あ
り
、
参
加

者
た
ち
は
種
類
の
多
さ
に
驚
ろ
い

』

早川先生の鑑定を覗き二む参加者

て
い
ま
し
た
。
こ
の
日
採
れ
た
キ

ノ
コ
は
、
食
用
、
無
番
、
毒
合
わ

せ
て
六
十
九
種
類
が
確
認
さ
れ
、

中
に
は
、
9
ケ
リ
9
ケ
、
き
ぬ
が

さ
た
け
な
ど
七
種
類
の
珍
ら
し
い

キ
ノ
コ
も
採
れ
ま
し
た
。
六
十
九

種
の
中
で
本
当
に
番
が
あ
っ
て
危

険
な
も
の
は
、
わ
ず
か
十
種
類
と

い
う
こ
と
で
し
た
が
、
知
ら
な
い

キ
ノ
コ
は
食
べ
な
い
万
が
無
難
で

し
ょ
う
。

．
鑑
定
の
後
、
キ
ノ
コ
汁
で
昼
食

を
と
り
、
午
後
か
ら
は
早
川
先
生

に
よ
る
キ
ノ
コ
講
習
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

種類ごとに分けられたキノコ

　
十
月
十
日
の
駅
伝
大
会
終
了
後

第
一
回
目
の
町
民
健
康
マ
ラ
ソ
ン

が
行
わ
れ
、
保
育
園
児
か
ら
六
十

歳
以
上
の
万
々
ま
で
の
町
民
一
6

0
人
が
参
加
し
て
、
一
一
キ
ロ
の
コ

ー
ス
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
こ
の
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
、

今
回
が
初
め
て
の
試
み
で
し
た
が
、

秋
空
の
下
、
　
一
人
ひ
と
り
が
自
分

第1回健康マラソン
　　200人が2キロに挑戦

の
べ
ー
ス
に
合
わ
せ
て
走
れ
る
と

あ
っ
て
、
駅
伝
大
会
の
よ
う
な
緊

迫
感
は
少
な
い
も
の
の
、
参
加
者

に
は
好
評
の
よ
う
で
し
た
。

　
最
近
、
市
民
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
に

人
気
が
集
ま
っ
て
い
ま
弓
が
、
松

之
山
の
健
康
マ
ラ
ソ
ン
も
，
多
く

の
町
民
に
長
く
親
し
ま
れ
る
大
会

に
育
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。醒震醒騨貿譜

大人から子供まで巳之下線をまっしぐら！

（9）まつのやま

終わる鏡ケ池復元工事
　
三
年
程
前
よ
り
工
事
が
進
め
ら

れ
て
い
た
、
中
尾
部
落
の
鏡
ケ
池

復
元
工
事
が
、
十
目
三
十
二
日
に

よ
う
や
く
完
了
し
、
地
元
の
万
々

に
喜
こ
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
由
緒
あ
る
鏡
ケ
池
も
、
手
を
入

れ
ら
れ
ず
に
荒
れ
る
一
万
で
、
せ

っ
か
く
訪
れ
た
観
光
客
も
ガ
ッ
カ

リ
さ
れ
る
万
が
多
か
っ
た
の
で
す

噸
m
主審騨＝灘鍵

が
、
す
っ
か
り
き
れ
い
に
整
備
さ

れ
、
見
違
え
る
ほ
ど
と
な
り
ま
し

た
。
　
来
春
か
ら
は
、
こ
こ
を
訪
れ
る

観
光
客
も
ず
っ
と
増
え
る
事
と
思

い
ま
す
。

　
中
尾
部
落
で
は
、
こ
の
完
成
を

祝
う
会
を
十
一
月
に
計
画
さ
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。

　
こ
の
ほ
ど
湯
山
部
落
と
五
十
子

平
部
落
の
集
会
所
（
五
十
子
平
は

集
落
開
発
セ
ン
タ
i
）
が
、
そ
れ
ぞ

れ
完
成
し
、
多
く
の
利
用
を
待
っ

て
い
ま
す
。

　
湯
山
部
落
集
会
所
は
、
県
道
改

良
工
事
で
立
ち
退
き
の
対
象
と
な

り
、
現
在
地
よ
り
少
し
湯
本
寄
り

の
所
に
新
築
さ
れ
ま
し
た
。
木
造

二
階
建
（
皿
階
部
分
車
庫
）
、
延

面
積
一
九
八
・
七
二
㎡
。
　
一
・
七

四
〇
万
円
で
樋
ロ
建
築
が
建
て
た

も
の
で
す
が
、
大
変
大
き
な
建
物

で
、
神
楽
の
練
習
な
ど
も
ゆ
っ
た

湯山集会所（一階が車庫に）

　　　　　　　　　　▼五十子平集落開発センター

　　　　　　　　　、．＼

り
出
来
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
五
十
子
平
集
落
開
発
セ
ン
9
ー

は
、
木
造
二
階
建
で
延
面
積
が
八

七
二
し
二
㎡
。
　
一
、
　
；
し
五
万
円

の
経
賛
を
か
け
、
カ
ン
エ
ツ
興
業

が
建
築
し
た
も
の
で
、
調
理
実
習

室
な
ど
も
整
備
さ
れ
て
お
り
、
大
変

き
れ
い
な
セ
ン
9
i
で
す
。

　
俊
工
式
が
湯
山
部
落
で
は
十
月

三
十
日
に
、
五
十
子
単
部
落
は
十

一
月
七
日
に
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

部
落
総
出
で
、
こ
の
完
成
を
祝
い

ま
し
た
。

タ
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松
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催
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キ
ノ

コ
狩
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今
年
も
十
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十
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催
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秋
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県
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し
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。
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十
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約
『
時
間
半

山
に
入
っ
て
キ
ノ
コ
狩
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採
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来
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キ
ノ
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講
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早
川
幸
一
先
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と
、
地
元

の
滝
沢
博
さ
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よ
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鑑
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し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
会
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な
っ
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希

望
館
の
一
角
に
は
、
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ノ
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種
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ら
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、
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加
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ま
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番
、
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合
わ
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十
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確
認
さ
れ
、

中
に
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ケ
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た
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ど
七
種
類
の
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ら
し
い

キ
ノ
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も
採
れ
ま
し
た
。
六
十
九

種
の
中
で
本
当
に
番
が
あ
っ
て
危

険
な
も
の
は
、
わ
ず
か
十
種
類
と

い
う
こ
と
で
し
た
が
、
知
ら
な
い

キ
ノ
コ
は
食
べ
な
い
万
が
無
難
で

し
ょ
う
。
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鑑
定
の
後
、
キ
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汁
で
昼
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を
と
り
、
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先
生

に
よ
る
キ
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大
会
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今
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で
し
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が
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の
下
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一
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と
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分
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の
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に
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る
と

あ
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て
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大
会
の
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な
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迫
感
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な
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に
は
好
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の
よ
う
で
し
た
。

　
最
近
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市
民
マ
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な
ど
に

人
気
が
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っ
て
い
ま
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が
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マ
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も
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多
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の
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に
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親
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ま
れ
る
大
会

に
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ほ
し
い
と
思
い
ま
す
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大人から子供まで巳之下線をまっしぐら！
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程
前
よ
り
工
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が
進
め
ら

れ
て
い
た
、
中
尾
部
落
の
鏡
ケ
池

復
元
工
事
が
、
十
目
三
十
二
日
に

よ
う
や
く
完
了
し
、
地
元
の
万
々

に
喜
こ
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
由
緒
あ
る
鏡
ケ
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も
、
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を
入

れ
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に
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る
一
万
で
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く
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た
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光
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も
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れ
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の
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ほ
ど
と
な
り
ま
し

た
。
　
来
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と
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事
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思
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中
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の
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に
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開
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が
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完
成
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、
多
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の
利
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を
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い
ま
す
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山
部
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集
会
所
は
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県
道
改
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工
事
で
立
ち
退
き
の
対
象
と
な

り
、
現
在
地
よ
り
少
し
湯
本
寄
り

の
所
に
新
築
さ
れ
ま
し
た
。
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建
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部
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、
延
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積
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円
で
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ロ
建
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が
建
て
た

も
の
で
す
が
、
大
変
大
き
な
建
物

で
、
神
楽
の
練
習
な
ど
も
ゆ
っ
た

湯山集会所（一階が車庫に）
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り
出
来
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
五
十
子
平
集
落
開
発
セ
ン
9
ー

は
、
木
造
二
階
建
で
延
面
積
が
八

七
二
し
二
㎡
。
　
一
、
　
；
し
五
万
円

の
経
賛
を
か
け
、
カ
ン
エ
ツ
興
業

が
建
築
し
た
も
の
で
、
調
理
実
習

室
な
ど
も
整
備
さ
れ
て
お
り
、
大
変

き
れ
い
な
セ
ン
9
i
で
す
。

　
俊
工
式
が
湯
山
部
落
で
は
十
月

三
十
日
に
、
五
十
子
単
部
落
は
十

一
月
七
日
に
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
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落
総
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で
、
こ
の
完
成
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。
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異動の手続きは忘れずにノ

壕
。
輪

　
　
　
や
く
ど
し

　
男
の
厄
年
は
二
十
五
歳
、
四
十

二
歳
、
六
十
｝
歳
と
三
回
あ
り
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
く

す
。
昔
か
ら
の
言
い
伝
え
で
、
厄

ど
し年
に
は
災
い
が
起
こ
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
健
康
面
に
つ
い
て
は

科
学
的
な
根
拠
が
な
い
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
四
十
二
歳
の

厄
年
と
も
な
る
と
、
体
力
が
衰
え

始
め
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

精
神
的
に
は
ま
だ
ま
だ
若
い
つ
も

り
で
い
る
ー
こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
に

気
付
か
ず
に
、
つ
い
二
十
代
、
三

十
代
の
つ
も
り
で
無
理
を
す
る
こ

と
が
多
い
の
で
、
一
度
病
気
に
な

る
と
大
病
に
な
り
や
す
い
の
で
す
。

　
四
十
歳
代
は
．
成
人
病
の
入
口
”

抱
ゐ

　
　
　
）
外

凄
第

葬
瀞て第

出
稼
ぎ
で
社
会
保
険
に
加
入
し
た
ら

　
　
証
明
書
を
送
っ
て
く
だ
さ
い

㈲まつのやま

を

　
世
帯
主
は
、
自
分
の
世
帯
に
属

す
る
被
保
険
者
の
資
格
に
異
動
の

あ
っ
た
時
（
他
市
町
村
へ
の
転
出

や
出
稼
ぎ
で
職
場
の
健
康
保
険
に

入
っ
た
と
き
、
子
ど
も
が
生
ま
れ

た
時
、
死
亡
し
た
時
な
ど
）
は
、

必
ず
十
四
日
以
内
に
届
出
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
出
稼
ぎ
で
社
会
保
険
等
職
場
の

健
康
保
険
に
加
入
す
る
人
は
、
出

か
け
る
前
に
役
場
の
国
保
係
か
ら

社
会
保
険
加
入
の
証
明
用
紙
を
も

知
っ
て
ま
す
か
？

　
保
険
証
は
、
一
世
帯
に
一
枚
が

原
則
で
す
が
、
出
稼
ぎ
、
長
期
の

旅
行
な
ど
の
場
合
、
あ
る
い
は
修

学
の
た
め
他
の
市
町
村
に
住
む
と

い
う
よ
う
な
場
合
は
、
一
世
帯
一

枚
の
保
険
証
で
は
間
に
合
い
ま
せ

ん
。　

こ
う
い
う
場
合
、
特
に
も
う
一

枚
の
保
険
証
の
交
付
を
う
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
出
稼
ぎ
で
社
会
保
険
に
加
入
さ

れ
ま
す
と
、
世
帯
主
や
扶
養
者
の

と
も
い
わ
れ
ま
す
。
こ
の
厄
年
年

代
を
無
事
に
過
ご
す
か
ど
う
か
が
、

そ
の
後
の
長
い
人
生
に
大
き
な
影

響
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　
肥
満
も

　
　
”
厄
年
の
落
と
し
穴
”

　
厄
年
の
落
と
し
穴
は
、
成
人
病

と
関
係
の
深
い
肥
満
に
も
あ
り
ま

す
。
四
十
歳
代
に
な
る
と
運
動
量

は
減
っ
て
い
る
の
に
、
食
べ
る
量

は
三
十
歳
代
よ
り
増
え
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
良
く
あ
り
ま
す
。

　
だ
か
ら
と
い
っ
て
急
に
運
動
な

ど
す
る
と
、
か
え
っ
て
心
臓
な
ど

に
負
担
を
か
け
す
ぎ
て
命
を
落
し

か
ね
ま
せ
ん
。
運
動
量
を
増
や
す

た
め
に
は
、
一
生
懸
命
歩
く
こ
と

を
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
四
十
歳
に
な
っ
た
ら

　
　
年
一
回
は
検
診
を
受
け
る

　
ス
ト
レ
ス
・
体
力
の
衰
え
・
肥

満
な
ど
、
四
十
代
は
い
ろ
い
ろ
な

負
担
が
急
に
か
か
り
は
じ
め
る
年

代
で
す
．

　
こ
れ
ら
の
負
担
を
軽
く
す
る
た

め
に
、
年
一
回
く
ら
い
の
割
合
で

検
診
を
積
極
的
に
受
け
る
よ
う
に

し
て
下
さ
い
．

　
厄
年
は
、
長
い
人
生
の
区
切
り

で
す
。
健
康
へ
の
チ
ェ
ッ
ク
を
忘

れ
ず
に
！

ら
い
、
会
社
か
ら
証
明
を
受
け
て

役
場
へ
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
証
明
書
が
届
く
と
、
あ
な

た
の
家
庭
に
連
絡
し
て
国
保
の
喪

失
届
け
を
し
て
い
た
だ
き
、
国
保

の
保
険
証
を
係
に
返
し
て
も
ら
い

ま
玄
ヵ

圃
鞍

も
う
一
枚
の
保
険
証

あ
る
方
は
、
そ
の
家
族
も
一
緒
に

被
扶
養
者
と
し
て
社
会
保
険
に
加

入
し
ま
す
．

　
あ
な
た
の
保
険
証
の
ほ
か
に
、

家
族
の
方
に
「
遠
隔
地
被
保
険
者

証
」
を
受
け
、
家
族
の
方
に
送
っ

て
あ
げ
て
下
さ
い
。

　
社
会
保
険
に
加
入
し
な
い
方
に

は
、
国
保
で
も
特
に
も
う
一
枚
の

保
険
証
を
交
付
し
ま
す
の
で
、
国

保
の
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

曜顧：ノケノ
　
　
　
，

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　
　
　
　
正
月
一
時
帰
省
バ
ス

　
上
野
発
の
帰
省
バ
ス
の
運
行
経

路
に
つ
－
－
し
て
は
、
昨
年
か
ら
　
獣
海
隼

待
望
切
関
越
自
動
車
道
も
全
線
開
　
ー
、
繊
繹
趨

通
し
　
そ
こ
を
利
用
し
て
の
コ
ー

ス
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
年

も
昨
年
同
様
の
運
行
経
路
と
い
た

し
ま
す
。

　
又
、
再
赴
任
バ
ス
は
東
京
・
名

古
屋
と
も
一
月
四
日
、
朝
九
時
に

出
発
の
予
定
で
す
。

▽
帰
省
バ
ス
運
行
日
程

○
東
京
　
十
二
月
二
十
八
日
（
日
）

　
　
　
　
　
〃
　
二
十
九
日
（
月
）

　
の
二
日
間
と
な
り
ま
す
。

o
名
古
屋
　
十
二
月
二
十
八
日
（
日
）

　
の
｝
日
だ
け
と
な
り
ま
す
。

▽
乗
車
料
金

○
東
京
　
　
四
、
九
〇
〇
円

○
名
古
屋
　
六
、
○
○
○
円

▽
運
行
時
間

○
東
京
コ
ー
ス

　
集
合
　
午
前
九
時
、
出
発
九
時

　
四
十
分
。
松
之
山
到
着
、
午
後

　
さ
て
、
今
回
は
暗
い
性
格
に
な

ら
な
い
た
め
の
お
話
し
で
す
。

　
人
の
性
格
が
形
成
さ
れ
る
時
期

は
、
千
差
万
別
で
す
。
あ
る
と
こ

ろ
で
生
ま
れ
、
環
境
に
支
配
さ
れ

て
そ
の
人
は
思
考
や
行
動
を
行
う

方
式
を
身
に
つ
け
て
い
き
ま
す
。

「
明
る
い
」
と
「
暗
い
」
と
い
う

対
照
的
な
性
格
が
あ
り
ま
す
が
、

明
る
い
性
格
は
、
両
親
を
中
心
に

し
た
明
る
い
環
境
で
過
版
、
｝
し
た
場

合
に
育
ま
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
し
、

そ
の
逆
に
暗
い
環
境
な
ら
、
暗
く

育
っ
て
い
く
で
し
よ
う
。

　
む
し
歯
だ
ら
け
の
子
供
時
代
を

過
し
ま
す
と
、
暗
く
な
る
こ
と
が

多
い
と
言
わ
れ
ま
す
。
例
え
ば
、

友
達
と
一
緒
に
楽
し
く
食
事
を
す

る
と
き
に
、
自
分
だ
け
あ
る
も
の

を
食
べ
ら
れ
な
い
と
か
、
前
歯
が

溶
け
て
し
ま
っ
て
、
黒
い
根
っ
こ

だ
け
残
っ
て
い
る
の
が
、
、
笑
う
と

見
え
る
場
合
に
は
暗
く
な
る
で
し

ょ
う
。
ま
た
、
乳
歯
が
む
し
歯
だ

ら
け
で
す
と
、
永
久
歯
の
歯
な
ら

び
が
悪
く
な
り
、
不
潔
に
な
り
、

む
し
歯
が
で
き
て
し
ま
い
ま
す
。

　
八
重
歯
や
乱
ぐ
い
歯
や
前
歯
の

む
し
歯
は
、
美
容
上
好
ま
し
い
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
口
に

手
を
あ
て
て
笑
っ
た
り
し
ま
す
が
、

　
四
時
予
定
．

o
名
古
屋
コ
ー
ス

　
集
合
　
午
後
八
時
。
出
発
九
時
。

　
松
之
山
到
着
、
午
前
六
時
三
十

　
分
予
定
．

◎
一
月
四
日
帰
省

　
東
京
・
名
古
屋
両
コ
ー
ス
共
、

　
午
前
八
時
集
合
、
九
時
出
発
。

▽
乗
車
券
発
売
期
問

○
帰
省
バ
ス
　
十
一
月
十
日
か
ら

　
十
二
月
十
日
ま
で
。

○
再
赴
任
バ
ス
　
昭
和
六
十
二
年

　
一
月
二
日
（
午
前
九
時
～
午
後

　
三
時
ま
で
）
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蚤

と
穴

　
　
　
　
　
彰

び
ぺ

　
　
　
、
り

　
　
　
俗

　
　
　
　
歯

次
第
に
笑
わ
な
い
癖
が
つ
い
て
ざ

て
、
そ
れ
が
他
人
の
目
に
は
暗
く

う
つ
る
様
に
な
り
ま
す
。
習
い
性

と
な
る
一
つ
の
見
本
で
す
ね
。

　
乳
歯
の
む
し
歯
も
、
そ
の
人
の

性
格
を
変
え
る
こ
と
が
あ
る
と
い

う
事
を
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
か
？

　
む
し
歯
の
治
療
と
、
自
分
の
歯

な
ら
び
に
合
っ
た
歯
の
磨
き
方
を

身
に
つ
け
る
た
め
、
歯
科
医
院
を

訪
れ
、
詳
し
い
話
し
を
聞
く
こ
と

が
大
切
で
す
。
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異動の手続きは忘れずにノ

壕
。
輪

　
　
　
や
く
ど
し

　
男
の
厄
年
は
二
十
五
歳
、
四
十

二
歳
、
六
十
｝
歳
と
三
回
あ
り
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
く

す
。
昔
か
ら
の
言
い
伝
え
で
、
厄

ど
し年
に
は
災
い
が
起
こ
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
健
康
面
に
つ
い
て
は

科
学
的
な
根
拠
が
な
い
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
四
十
二
歳
の

厄
年
と
も
な
る
と
、
体
力
が
衰
え

始
め
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

精
神
的
に
は
ま
だ
ま
だ
若
い
つ
も

り
で
い
る
ー
こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
に

気
付
か
ず
に
、
つ
い
二
十
代
、
三

十
代
の
つ
も
り
で
無
理
を
す
る
こ

と
が
多
い
の
で
、
一
度
病
気
に
な

る
と
大
病
に
な
り
や
す
い
の
で
す
。

　
四
十
歳
代
は
．
成
人
病
の
入
口
”

抱
ゐ

　
　
　
）
外

凄
第

葬
瀞て第

出
稼
ぎ
で
社
会
保
険
に
加
入
し
た
ら

　
　
証
明
書
を
送
っ
て
く
だ
さ
い

㈲まつのやま

を

　
世
帯
主
は
、
自
分
の
世
帯
に
属

す
る
被
保
険
者
の
資
格
に
異
動
の

あ
っ
た
時
（
他
市
町
村
へ
の
転
出

や
出
稼
ぎ
で
職
場
の
健
康
保
険
に

入
っ
た
と
き
、
子
ど
も
が
生
ま
れ

た
時
、
死
亡
し
た
時
な
ど
）
は
、

必
ず
十
四
日
以
内
に
届
出
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
出
稼
ぎ
で
社
会
保
険
等
職
場
の

健
康
保
険
に
加
入
す
る
人
は
、
出

か
け
る
前
に
役
場
の
国
保
係
か
ら

社
会
保
険
加
入
の
証
明
用
紙
を
も

知
っ
て
ま
す
か
？

　
保
険
証
は
、
一
世
帯
に
一
枚
が

原
則
で
す
が
、
出
稼
ぎ
、
長
期
の

旅
行
な
ど
の
場
合
、
あ
る
い
は
修

学
の
た
め
他
の
市
町
村
に
住
む
と

い
う
よ
う
な
場
合
は
、
一
世
帯
一

枚
の
保
険
証
で
は
間
に
合
い
ま
せ

ん
。　

こ
う
い
う
場
合
、
特
に
も
う
一

枚
の
保
険
証
の
交
付
を
う
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
出
稼
ぎ
で
社
会
保
険
に
加
入
さ

れ
ま
す
と
、
世
帯
主
や
扶
養
者
の

と
も
い
わ
れ
ま
す
。
こ
の
厄
年
年

代
を
無
事
に
過
ご
す
か
ど
う
か
が
、

そ
の
後
の
長
い
人
生
に
大
き
な
影

響
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　
肥
満
も

　
　
”
厄
年
の
落
と
し
穴
”

　
厄
年
の
落
と
し
穴
は
、
成
人
病

と
関
係
の
深
い
肥
満
に
も
あ
り
ま

す
。
四
十
歳
代
に
な
る
と
運
動
量

は
減
っ
て
い
る
の
に
、
食
べ
る
量

は
三
十
歳
代
よ
り
増
え
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
良
く
あ
り
ま
す
。

　
だ
か
ら
と
い
っ
て
急
に
運
動
な

ど
す
る
と
、
か
え
っ
て
心
臓
な
ど

に
負
担
を
か
け
す
ぎ
て
命
を
落
し

か
ね
ま
せ
ん
。
運
動
量
を
増
や
す

た
め
に
は
、
一
生
懸
命
歩
く
こ
と

を
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
四
十
歳
に
な
っ
た
ら

　
　
年
一
回
は
検
診
を
受
け
る

　
ス
ト
レ
ス
・
体
力
の
衰
え
・
肥

満
な
ど
、
四
十
代
は
い
ろ
い
ろ
な

負
担
が
急
に
か
か
り
は
じ
め
る
年

代
で
す
．

　
こ
れ
ら
の
負
担
を
軽
く
す
る
た

め
に
、
年
一
回
く
ら
い
の
割
合
で

検
診
を
積
極
的
に
受
け
る
よ
う
に

し
て
下
さ
い
．

　
厄
年
は
、
長
い
人
生
の
区
切
り

で
す
。
健
康
へ
の
チ
ェ
ッ
ク
を
忘

れ
ず
に
！

ら
い
、
会
社
か
ら
証
明
を
受
け
て

役
場
へ
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
証
明
書
が
届
く
と
、
あ
な

た
の
家
庭
に
連
絡
し
て
国
保
の
喪

失
届
け
を
し
て
い
た
だ
き
、
国
保

の
保
険
証
を
係
に
返
し
て
も
ら
い

ま
玄
ヵ

圃
鞍

も
う
一
枚
の
保
険
証

あ
る
方
は
、
そ
の
家
族
も
一
緒
に

被
扶
養
者
と
し
て
社
会
保
険
に
加

入
し
ま
す
．

　
あ
な
た
の
保
険
証
の
ほ
か
に
、

家
族
の
方
に
「
遠
隔
地
被
保
険
者

証
」
を
受
け
、
家
族
の
方
に
送
っ

て
あ
げ
て
下
さ
い
。

　
社
会
保
険
に
加
入
し
な
い
方
に

は
、
国
保
で
も
特
に
も
う
一
枚
の

保
険
証
を
交
付
し
ま
す
の
で
、
国

保
の
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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前
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後

　
さ
て
、
今
回
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に
な

ら
な
い
た
め
の
お
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し
で
す
。

　
人
の
性
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が
形
成
さ
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る
時
期

は
、
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差
万
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で
す
。
あ
る
と
こ

ろ
で
生
ま
れ
、
環
境
に
支
配
さ
れ

て
そ
の
人
は
思
考
や
行
動
を
行
う

方
式
を
身
に
つ
け
て
い
き
ま
す
。

「
明
る
い
」
と
「
暗
い
」
と
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う

対
照
的
な
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が
あ
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ま
す
が
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を
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た
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に
育
ま
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
し
、
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の
逆
に
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環
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な
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、
暗
く
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て
い
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で
し
よ
う
。

　
む
し
歯
だ
ら
け
の
子
供
時
代
を

過
し
ま
す
と
、
暗
く
な
る
こ
と
が

多
い
と
言
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れ
ま
す
。
例
え
ば
、

友
達
と
一
緒
に
楽
し
く
食
事
を
す

る
と
き
に
、
自
分
だ
け
あ
る
も
の

を
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ら
れ
な
い
と
か
、
前
歯
が

溶
け
て
し
ま
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て
、
黒
い
根
っ
こ

だ
け
残
っ
て
い
る
の
が
、
、
笑
う
と

見
え
る
場
合
に
は
暗
く
な
る
で
し

ょ
う
。
ま
た
、
乳
歯
が
む
し
歯
だ

ら
け
で
す
と
、
永
久
歯
の
歯
な
ら

び
が
悪
く
な
り
、
不
潔
に
な
り
、

む
し
歯
が
で
き
て
し
ま
い
ま
す
。

　
八
重
歯
や
乱
ぐ
い
歯
や
前
歯
の

む
し
歯
は
、
美
容
上
好
ま
し
い
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
口
に

手
を
あ
て
て
笑
っ
た
り
し
ま
す
が
、

　
四
時
予
定
．

o
名
古
屋
コ
ー
ス

　
集
合
　
午
後
八
時
。
出
発
九
時
。

　
松
之
山
到
着
、
午
前
六
時
三
十

　
分
予
定
．

◎
一
月
四
日
帰
省

　
東
京
・
名
古
屋
両
コ
ー
ス
共
、

　
午
前
八
時
集
合
、
九
時
出
発
。

▽
乗
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券
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期
問

○
帰
省
バ
ス
　
十
一
月
十
日
か
ら

　
十
二
月
十
日
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で
。

○
再
赴
任
バ
ス
　
昭
和
六
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二
年

　
一
月
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前
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～
午
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に
笑
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な
い
癖
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つ
い
て
ざ

て
、
そ
れ
が
他
人
の
目
に
は
暗
く

う
つ
る
様
に
な
り
ま
す
。
習
い
性

と
な
る
一
つ
の
見
本
で
す
ね
。

　
乳
歯
の
む
し
歯
も
、
そ
の
人
の

性
格
を
変
え
る
こ
と
が
あ
る
と
い

う
事
を
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
か
？

　
む
し
歯
の
治
療
と
、
自
分
の
歯

な
ら
び
に
合
っ
た
歯
の
磨
き
方
を

身
に
つ
け
る
た
め
、
歯
科
医
院
を

訪
れ
、
詳
し
い
話
し
を
聞
く
こ
と

が
大
切
で
す
。
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”
豪
雪
の
過
疎
地
で
生
き
残
る

に
は
”
を
考
え
る
公
開
討
論
会
が

＋
月
二
＋
五
日
松
之
山
町
役
場
を

会
場
に
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
討
論
会
に
は
、
国
土
庁
や

新
潟
県
・
東
頸
城
各
町
村
．
高
柳

町
の
幹
部
、
地
域
づ
く
り
リ
ー
ダ

ー
な
ど
が
出
席
、
ま
た
、
過
疎
地

域
問
題
調
査
会
委
員
、
大
学
教
授

の
方
も
数
人
出
席
さ
れ
、
雪
・
特

産
品
開
発
・
過
疎
地
に
お
け
る
暮

松之山で
　r豪雪過疎地の明日を考える」
　　　　　　　　　　フォーラム開催

ら
し
方
な
ど
に
つ
い
て
熱
心
な
討

論
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
国
土
庁
の
委
託
事
業

と
し
て
「
過
疎
地
域
問
題
調
査
会
」

が
行
っ
た
も
の
で
、
現
在
の
過
疎

地
域
振
興
特
別
措
置
法
が
、
六
十

五
年
三
月
に
失
効
す
る
に
当
た
り
、

今
後
の
過
疎
地
域
振
興
対
策
、
豪

雪
地
帯
の
地
城
づ
く
り
の
方
向
を

模
索
す
る
た
め
に
開
か
れ
た
も
の

で
す
．
，

扇でもぺ匂て曜墓

　　　みて下さい　　　ノ

開発

”
現
況
届
”
の

提
出
を
忘
れ
ず
に
！

　
国
民
年
金
の
老
齢
年
金
や
通
算

老
齢
年
金
を
受
け
て
い
る
人
は
、

年
一
回
の
現
況
届
が
必
要
で
す
。

　
こ
れ
は
、
年
金
を
引
き
続
き
受

け
る
た
め
の
大
切
な
届
出
で
、
受

給
者
の
生
存
を
確
認
す
る
た
め
で

す
。
こ
の
届
出
を
忘
れ
る
と
、
年

金
の
支
給
が
一
時
止
め
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、
現
況
届
の
用
紙
は
、
誕

生
日
の
約
一
カ
月
ほ
ど
前
に
社
会

保
険
庁
か
ら
送
ら
れ
て
き
ま
す
の

で
、
役
場
の
住
民
係
で
証
明
を
し

て
も
ら
い
、
郵
便
ポ
ス
ト
に
投
函

し
て
く
だ
さ
い
．

老齢年金受給者は現況届を

％

教しこ多くの作品が（お盆岬工’

巡
回
図
書
が
入
れ

　
　
替
え
に
な
り
ま
し
た

　
　
中
央
診
療
所
・
待
合
室
に
設

　
置
し
て
あ
る
県
立
図
書
館
の
巡

　
回
図
書
が
、
十
月
末
で
入
れ
替

　
え
と
な
り
ま
し
た
。
地
理
的
な

　
関
係
も
あ
っ
て
利
用
状
況
も
大

薩
臨
、
噺
響

▽
建
第
三
十
五
号
　
三
省
校
大
荒

　
戸
線
舗
装
工
事
（
小
谷
地
内
）

　
福
田
道
路
　
　
　
七
〇
〇
万
円

▽
建
第
三
十
兀
号
　
道
路
災
害
復

　
旧
工
事
（
大
荒
戸
）

　
高
橋
組
　
　
一
、
四
五
〇
万
円

▽
産
第
十
九
号
　
地
す
べ
り
関
連

　
工
事
（
天
水
島
地
区
）

　
高
橋
組
　
　
一
、
一
五
〇
万
円

▽
産
第
二
十
号
　
地
す
べ
り
関
連

　
工
事
（
天
水
越
地
区
）

　
高
橋
組
　
　
　
　
四
二
〇
万
円

▽
産
第
二
卜
三
号
　
地
す
べ
り
関

　
連
工
事
（
天
水
島
右
宮
地
区
）

　
大
海
組
　
　
一
、
一
二
〇
万
円

▽
産
第
二
卜
四
号
　
地
す
べ
り
関

　
連
工
事
（
天
水
越
持
田
地
区
）

　
町
で
は
、
特
産
品
の
開
発
と
お

年
寄
り
の
生
き
が
い
対
策
の
両
面

か
ら
、
高
齢
者
特
産
品
開
発
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
．

　
こ
れ
は
、
お
年
寄
り
の
方
々
で

色
々
な
技
術
、
趣
味
な
ど
を
お
持

ち
の
人
が
沢
山
い
る
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
そ
れ
ら
を
少
し
で
も
町
の

た
め
、
自
分
の
た
め
に
生
か
し
て

い
た
だ
け
た
ら
と
い
う
考
え
か
ら

き
て
い
ま
す
。

　
と
に
か
く
何
で
も
作
っ
て
持
っ

て
来
て
下
さ
い
。
　
（
例
え
ば
、
小

さ
な
ス
ッ
ペ
・
ワ
ラ
ゾ
ウ
リ
・
花

ビ
ン
な
ど
）
。
昔
か
ら
の
ワ
ラ
細
工
・

新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
品
、
長
い
間

の
知
識
と
経
験
を
生
か
し
て
み
て

下
さ
い
。

　
作
っ
て
い
た
だ
い
た
物
は
、
役

雑
難
熱

引
き
続
き
、
一
利
用
－
だ
さ
い
．
㎜

な
お
、
前
回
の
図
書
で
、
ま
だ

数
冊
が
返
却
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

借
り
る
と
き
は
貸
出
簿
に
氏
名
・

部
落
名
を
は
っ
き
り
記
入
の
上
、

貸
出
期
間
（
十
日
間
）
内
に
必

ず
返
却
す
る
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
飯
塚
建
設
　
一
、
二
八
○
万
円

▽
産
第
ニ
レ
五
号
　
地
す
べ
り
関

　
連
工
事
（
天
水
島
池
田
地
区
）

　
高
橋
組
　
　
　
　
七
〇
〇
万
円

▽
産
第
二
十
六
号
　
農
業
用
用
水

　
排
水
施
設
整
備
（
湯
之
島
地
区
）

飯
塚
建
設

▽
産
第
二
十
七
号

　
（
大
荒
戸
地
区
）

大
海
組

▽
産
第
二
十
八
号

　
（
大
荒
戸
地
区
）

大
海
組

▽
産
第
二
十
九
号

　
災
害
復
旧

　
大
海
組

▽
産
第
三
十
四
号

一
七
〇
万
円

田
復
旧
工
事

二
二
〇
万
円

田
復
旧
工
事

　
　
　
　
　
　
二
三
〇
万
円

　
　
　
　
　
　
農
業
用
道
路

　
　
　
　
（
東
川
地
区
）

　
　
　
　
　
　
　
一
三
〇
万
円

　
　
　
　
　
　
農
業
用
水
路

復
旧
工
事
豊
田
地
区
）

村
山
建
材
　
　
　
一
六
〇
万
円

⑬まつのやま

場
振
興
課
の
方
で
買
い
上
げ
ま
す

の
で
、
ど
ん
な
物
で
も
け
っ
こ
う

で
す
か
ら
お
持
ち
下
さ
い
。

　
も
う
す
で
に
何
点
か
の
品
物
が

届
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
長
い

冬
が
来
ま
す
が
、
冬
仕
事
に
是
非

取
り
組
ん
で
み
て
下
さ
い
。

　
詳
し
い
こ
と
弦
役
場
振
興
課
に

お
訪
ね
下
さ
い
．

　
電
話
六
局
三
ニ
ニ
一
内
線
六
十

番

糞
い
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お
詫
ぴ

　
1
0
月
号
広
報
「
す
っ
ご
く

い
い
話
」
の
中
で
、
重
野
京

子
さ
ん
の
名
前
が
、
重
野
和

子
さ
ん
と
誤
ま
っ
て
掲
載
さ

れ
て
お
り
ま
し
た
。

　
お
詫
び
し
せ
訂
正
い
た
し

ま
す
。
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まつのやま（1の

　
”
豪
雪
の
過
疎
地
で
生
き
残
る

に
は
”
を
考
え
る
公
開
討
論
会
が

＋
月
二
＋
五
日
松
之
山
町
役
場
を

会
場
に
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
討
論
会
に
は
、
国
土
庁
や

新
潟
県
・
東
頸
城
各
町
村
．
高
柳

町
の
幹
部
、
地
域
づ
く
り
リ
ー
ダ

ー
な
ど
が
出
席
、
ま
た
、
過
疎
地

域
問
題
調
査
会
委
員
、
大
学
教
授

の
方
も
数
人
出
席
さ
れ
、
雪
・
特

産
品
開
発
・
過
疎
地
に
お
け
る
暮

松之山で
　r豪雪過疎地の明日を考える」
　　　　　　　　　　フォーラム開催

ら
し
方
な
ど
に
つ
い
て
熱
心
な
討

論
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
国
土
庁
の
委
託
事
業

と
し
て
「
過
疎
地
域
問
題
調
査
会
」

が
行
っ
た
も
の
で
、
現
在
の
過
疎

地
域
振
興
特
別
措
置
法
が
、
六
十

五
年
三
月
に
失
効
す
る
に
当
た
り
、

今
後
の
過
疎
地
域
振
興
対
策
、
豪

雪
地
帯
の
地
城
づ
く
り
の
方
向
を

模
索
す
る
た
め
に
開
か
れ
た
も
の

で
す
．
，

扇でもぺ匂て曜墓

　　　みて下さい　　　ノ

開発

”
現
況
届
”
の

提
出
を
忘
れ
ず
に
！

　
国
民
年
金
の
老
齢
年
金
や
通
算

老
齢
年
金
を
受
け
て
い
る
人
は
、

年
一
回
の
現
況
届
が
必
要
で
す
。

　
こ
れ
は
、
年
金
を
引
き
続
き
受

け
る
た
め
の
大
切
な
届
出
で
、
受

給
者
の
生
存
を
確
認
す
る
た
め
で

す
。
こ
の
届
出
を
忘
れ
る
と
、
年

金
の
支
給
が
一
時
止
め
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、
現
況
届
の
用
紙
は
、
誕

生
日
の
約
一
カ
月
ほ
ど
前
に
社
会

保
険
庁
か
ら
送
ら
れ
て
き
ま
す
の

で
、
役
場
の
住
民
係
で
証
明
を
し

て
も
ら
い
、
郵
便
ポ
ス
ト
に
投
函

し
て
く
だ
さ
い
．

老齢年金受給者は現況届を

％

教しこ多くの作品が（お盆岬工’

巡
回
図
書
が
入
れ

　
　
替
え
に
な
り
ま
し
た

　
　
中
央
診
療
所
・
待
合
室
に
設

　
置
し
て
あ
る
県
立
図
書
館
の
巡

　
回
図
書
が
、
十
月
末
で
入
れ
替

　
え
と
な
り
ま
し
た
。
地
理
的
な

　
関
係
も
あ
っ
て
利
用
状
況
も
大

薩
臨
、
噺
響

▽
建
第
三
十
五
号
　
三
省
校
大
荒

　
戸
線
舗
装
工
事
（
小
谷
地
内
）

　
福
田
道
路
　
　
　
七
〇
〇
万
円

▽
建
第
三
十
兀
号
　
道
路
災
害
復

　
旧
工
事
（
大
荒
戸
）

　
高
橋
組
　
　
一
、
四
五
〇
万
円

▽
産
第
十
九
号
　
地
す
べ
り
関
連

　
工
事
（
天
水
島
地
区
）

　
高
橋
組
　
　
一
、
一
五
〇
万
円

▽
産
第
二
十
号
　
地
す
べ
り
関
連

　
工
事
（
天
水
越
地
区
）

　
高
橋
組
　
　
　
　
四
二
〇
万
円

▽
産
第
二
卜
三
号
　
地
す
べ
り
関

　
連
工
事
（
天
水
島
右
宮
地
区
）

　
大
海
組
　
　
一
、
一
二
〇
万
円

▽
産
第
二
卜
四
号
　
地
す
べ
り
関

　
連
工
事
（
天
水
越
持
田
地
区
）

　
町
で
は
、
特
産
品
の
開
発
と
お

年
寄
り
の
生
き
が
い
対
策
の
両
面

か
ら
、
高
齢
者
特
産
品
開
発
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
．

　
こ
れ
は
、
お
年
寄
り
の
方
々
で

色
々
な
技
術
、
趣
味
な
ど
を
お
持

ち
の
人
が
沢
山
い
る
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
そ
れ
ら
を
少
し
で
も
町
の

た
め
、
自
分
の
た
め
に
生
か
し
て

い
た
だ
け
た
ら
と
い
う
考
え
か
ら

き
て
い
ま
す
。

　
と
に
か
く
何
で
も
作
っ
て
持
っ

て
来
て
下
さ
い
。
　
（
例
え
ば
、
小

さ
な
ス
ッ
ペ
・
ワ
ラ
ゾ
ウ
リ
・
花

ビ
ン
な
ど
）
。
昔
か
ら
の
ワ
ラ
細
工
・

新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
品
、
長
い
間

の
知
識
と
経
験
を
生
か
し
て
み
て

下
さ
い
。

　
作
っ
て
い
た
だ
い
た
物
は
、
役

雑
難
熱

引
き
続
き
、
一
利
用
－
だ
さ
い
．
㎜

な
お
、
前
回
の
図
書
で
、
ま
だ

数
冊
が
返
却
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

借
り
る
と
き
は
貸
出
簿
に
氏
名
・

部
落
名
を
は
っ
き
り
記
入
の
上
、

貸
出
期
間
（
十
日
間
）
内
に
必

ず
返
却
す
る
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
飯
塚
建
設
　
一
、
二
八
○
万
円

▽
産
第
ニ
レ
五
号
　
地
す
べ
り
関

　
連
工
事
（
天
水
島
池
田
地
区
）

　
高
橋
組
　
　
　
　
七
〇
〇
万
円

▽
産
第
二
十
六
号
　
農
業
用
用
水

　
排
水
施
設
整
備
（
湯
之
島
地
区
）

飯
塚
建
設

▽
産
第
二
十
七
号

　
（
大
荒
戸
地
区
）

大
海
組

▽
産
第
二
十
八
号

　
（
大
荒
戸
地
区
）

大
海
組

▽
産
第
二
十
九
号

　
災
害
復
旧

　
大
海
組

▽
産
第
三
十
四
号

一
七
〇
万
円

田
復
旧
工
事

二
二
〇
万
円

田
復
旧
工
事

　
　
　
　
　
　
二
三
〇
万
円

　
　
　
　
　
　
農
業
用
道
路

　
　
　
　
（
東
川
地
区
）

　
　
　
　
　
　
　
一
三
〇
万
円

　
　
　
　
　
　
農
業
用
水
路

復
旧
工
事
豊
田
地
区
）

村
山
建
材
　
　
　
一
六
〇
万
円

⑬まつのやま

場
振
興
課
の
方
で
買
い
上
げ
ま
す

の
で
、
ど
ん
な
物
で
も
け
っ
こ
う

で
す
か
ら
お
持
ち
下
さ
い
。

　
も
う
す
で
に
何
点
か
の
品
物
が

届
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
長
い

冬
が
来
ま
す
が
、
冬
仕
事
に
是
非

取
り
組
ん
で
み
て
下
さ
い
。

　
詳
し
い
こ
と
弦
役
場
振
興
課
に

お
訪
ね
下
さ
い
．

　
電
話
六
局
三
ニ
ニ
一
内
線
六
十

番

糞
い
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お
詫
ぴ

　
1
0
月
号
広
報
「
す
っ
ご
く

い
い
話
」
の
中
で
、
重
野
京

子
さ
ん
の
名
前
が
、
重
野
和

子
さ
ん
と
誤
ま
っ
て
掲
載
さ

れ
て
お
り
ま
し
た
。

　
お
詫
び
し
せ
訂
正
い
た
し

ま
す
。
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まつのやま（1◎

よろしくお願いします

（浦田駐在所）

　
安
塚
警
察
署
浦
田
駐
在
所
に
勤

務
さ
れ
て
い
た
管
井
巡
査
が
、
八

月
末
で
転
勤
さ
れ
、
後
任
と
し
て

新
津
警
察
署
か
ら
平
田
孝
男
巡
査

が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
田
さ
ん
は
三
＋
｝
歳
で
、
奥

さ
ん
と
二
歳
に
な
る
男
の
子
の
三

人
家
族
だ
そ
う
で
す
．

　
趣
味
は
将
棋
、
そ
の
他
だ
そ
う

で
す
が
、
将
棋
は
三
段
の
腕
前
だ

と
か
。
浦
田
地
区
の
方
、
是
非
手

合
わ
せ
を
し
て
み
て
ド
さ
い
。

平田孝男巡査
おのづか
　　めぐみさん

こ
よ
み

▼
十
月
の
で
き
ご
と

－o

H
13
日

81615
11 l　H

＠
輪たかはし
　　たかひろくん

秋の遠足の思い出

せきね
　　ひろしく
　　　　　　ん

　9零寮

齢ρの

25　24　23　22　21
H　　li　H　　H　　日

312726
1二I　H　日

駅
伝
大
会
　
健
康
マ
ラ
ソ

ン
・
観
光
キ
ノ
コ
狩
り

行
政
相
談
　
1
5
日
ま
で

（
三
会
場
で
〉

消
防
分
団
長
会
議

農
家
意
向
調
査
員
会
議

郡
美
術
展
　
2
0
H
ま
で

浦
川
原
村
会
場

農
地
利
用
増
進
契
約

た
ば
こ
収
納
打
合
せ
会

農
業
所
得
調
査
員
会
議

母
ヂ
福
祉
会
役
員
会

フ
ォ
ー
ラ
ム
豪
雪
過
疎
地

の
明
H
を
者
！
え
る

農
業
祭
・
芸
能
祭

農
作
物
損
害
評
価
会

農
業
委
員
会
総
会

みんなガンバレ

　　一星
裾　　　

“
、

調
篤

　　　　　幽

ρ1、μく

．｝蟹∫’rρ

　つ〆へτ

　　ダ～〆ノ

停
電
東
北
電
互

▼
＋
亘
＋
直
水
二

　
午
後
｝
時
か
ら
四
時
ま
で
　
｝

。
柔
越
の
蔀
　
　
『

▼
辻
月
、
天
日
（
金
∬

今
前
九
時
か
ら
士
蒔
ま
で
・

○
東
山
の
全
部

　
十
月
中
句
に
姫
，
が
降
る
。
北
海

道
の
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
厳

孝
高
原
深
坂
峠
の
話
で
す
。

　
木
の
葉
が
落
ち
る
ど
こ
ろ
か
紅

葉
に
も
早
い
と
い
う
の
に
、
い
っ

た
い
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し
よ

う
か
。
寒
い
の
が
苦
手
の
私
に
は
、

嫌
い
な
季
節
が
早
ば
や
と
や
っ
て

来
る
の
が
た
ま
り
ま
せ
ん
。

　
さ
て
、
取
り
入
れ
も
終
わ
り
出

稼
ぎ
の
時
期
に
な
り
ま
す
。
働
き

に
行
か
れ
る
方
々
、
身
体
に
気
を

付
け
て
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
田
心
い
ま
す
。
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際
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号
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月
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発
行

石
署
／
松
届
婁
糟
1
3
－
・
饗
／
馨
霧
局

覇

広報

9
マ
、

癖
、

おすわりしてるのだあ～れだ！？

松之山保育所お遊ぎ会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　198612月号（，、1，。）

12月1日現在　□総人口4，252人（一13）□男2，077人（一4）□女2，175人（一9）□世帯数1，241戸（一5）

（　）内は”月1日との比較


